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彦根商工会議所創立80周年実行委員長

中川 哲

　彦根商工会議所は設立から80年を迎えましたが、今回の

80周年は従来の形式に拘らず、未来志向で中身のある周年事

業といたしました。ＡＩやＩｏＴが私たちの生活空間に急速に入

り込み、第４次産業革命という新たな価値創造時代の到来を

確信せざるを得ませんが、そのような中にあっても、私たちは彦

根らしさを失わずに地域の発展と課題の解決に取り組み、未来

に向けたグランドデザインの構築をしていかねばなりません。

　80周年を機に幾つかの事業を通じて、地域の持続的発展を

願い、内外に私たちの意思を彦根らしい形で発信し、未来を提

言しました。夕暮れの彦根城を背景に湖上で船を浮かべ、花火

も打ち上げながら200名の方々共々に彦根でしかできない式

典と祝賀会を催し、感動の場を演出しました。昨年の大河ドラ

マで井伊直弼役を好演された佐野史郎さんと世界的なギター

リストの山本恭司さんを招いて井伊家の菩提寺でもある清凉

寺で「朗読のしらべ」を開催しました。また、彦根城の世界遺産

登録を目指す彦根市に呼応して２回にわたり世界遺産検定試

験を実施しました。そして、「城下町彦根における交通システム

のあり方」と題して、名古屋大学の加藤博和教授と国土交通省

の三重野真代課長補佐をお招きし、講演とシンポジウムで学び

ました。

　他にも様々な関連事業を行い、青年部や女性会の皆様にも

ご協力を頂きました。改めまして、ご支援とご協力を頂きました

皆様方に感謝を申し上げ御礼といたします。

ごあいさつ

世
界
遺
産
都
市
を
目
指
し
て

世
界
遺
産
検
定
／
文
化
セ
ミ
ナ
ー
／
ヒ
ス

ト
リ
ア
講
座
／
出
口
氏
特
別
講
演
会

特集 未来志向のプロローグ
－彦根商工会議所創立80周年関連事業－

究極のブランディングである世界遺産都市を目指し、それに相応しい交通システムを整え、琵琶湖・
文化を活用したアクティビティを用意することで来客の満足度を高め、最先端の技術を活用し生産
性を最大限に高めることで未来志向の地域経済活性化を図る。

湖
に
〜
』と
の
発
想
を
具
体
化
す
る
上
で
、

さ
ら
に
先
進
的
な
琵
琶
湖
の
活
用
方
法
の

検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。内
外
の
先
進

事
例
を
参
考
に
、特
に
高
所
得
者
層
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、湖
上
遊

覧
観
光
と
併
せ
た
空
中
遊
覧
観
光
の
可
能

性
に
つ
い
て
、官
民
連
携
に
よ
り
研
究
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
」。

● 

10
月
10
日
、県
へ
の
要
望
を
背
景
に
琵

琶
湖
活
用
の
試
験
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、創
立
80
周
年
記
念
事
業
式
典
を
彦
根

港
発
着
の「
客
船
ビ
ア
ン
カ
」を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
開
催
し
た
。将
来
的
に
湖
上
観
光

や
湖
上
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
彦
根
の
魅
力

あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
と
な
る
こ

と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の

狼
煙
の
ご
と
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

る
空
中
遊
覧
の
研
究
に
つ
い
て
」「
ビ
ワ
イ

チ
推
進
の
た
め
の
交
流
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て
」な
ど
琵
琶
湖
の
活
用
を
テ
ー
マ
に

提
言
し
て
い
る（
以
下
に
要
約
）。

　
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
経
済

振
興
に
お
い
て
は
、地
域
の
強
み
を
活
か

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
都
市
部

か
ら
の
誘
客
、リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
は
重
要

で
す
。ま
た
、歴
史
、文
化
資
産
の
活
用
と

と
も
に
、滋
賀
県
共
有
の
自
然
資
産
で
あ

る
び
わ
湖
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。（
中
略
）現
在
、日
本
遺
産
へ

の
取
り
組
み
や
ビ
ワ
イ
チ
・サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
、琵
琶
湖
と
文
化
財
群
を
結
び
つ

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、知
事
が
提
唱
さ
れ
る『
び
わ

湖
新
時
代
〜
び
わ
湖
を
ア
ジ
ア
の
レ
マ
ン

　
彦
根
商
工
会
議
所
は
昭
和
13
年
４
月
設

立
し
、２
０
１
８
年
は
80
年
目
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。設
立
以
来
、地

区
内
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、時
代
の

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
と
社

会
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
創
立
80
周
年
関
連
事
業
は「
ひ
こ
ね 

ネ

オ
・デ
ザ
イ
ン『
不
易
流
行
』」を
メ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た

持
続
的
発
展
に
繋
げ
る
機
会
と
す
る
た
め

に
、未
来
志
向
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し

て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
た
。今
回
の
特

集
で
は
、そ
れ
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

彦
根
の
未
来
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義

が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
80
周
年
の
一
連
の
取
り
組
み
の
全
て
は

相
互
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。そ
の
こ
と
に

気
付
か
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
彦
根
市
は
、彦
根
城
を
含
め
た
エ
リ
ア

を
普
遍
的
な
価
値
の
あ
る
地
域
資
産
と
し

て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。「
彦

根
城
世
界
遺
産
登
録 

意
見
交
換
・応
援
１

０
０
０
人
委
員
会
」の
設
立
を
始
め
、彦
根

市
・彦
根
市
教
育
委
員
会
・当
所
の
共
催

で
、「
文
化
セ
ミ
ナ
ー 

世
界
遺
産
に
つ
い

て
学
ぶ
」を
昨
年
10
月
よ
り
今
年
２
月
に

か
け
て
全
９
回
、市
内
９
地
区
公
民
館
等

に
て
開
催
。世
界
遺
産
登
録
に
市
民
の
興

味
・関
心
が
芽
吹
く
よ
う
、世
界
遺
産
の

基
礎
知
識
や
彦
根
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
聞
い
て
い
た
だ

い
た
。

● 

創
立
80
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
地
域

の
経
済
界
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
遺
産
ア
カ

デ
ミ
ー
と
連
携
し
、「
世
界
遺
産
検
定
」を

実
施
。知
的
好
奇
心
を
高
め
、登
録
へ
の
関

心
や
そ
の
土
壌
を
醸
成
す
る
た
め
に
学
習

の
機
会
を
演
出
し
て
き
た
。７
月
８
日
と

12
月
16
日
に
当
所
を
準
会
場
と
し
て
実
施

し
た
結
果
、総
勢
８
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
受
検
い
た
だ
い
た
。世
界
遺
産
検

定
は
県
内
で
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

● 

11
月
29
日
に
は
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保

険（
株
）創
始
者
で
あ
り
、立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
学
長
の
出
口
治
明
氏
を
招
聘

し
、歴
史
学
習
の
重
要
性
を
説
く
講
演
会

を
実
施
。人
が
生
き
る
上
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
説
い
た
内
容
で
好
評
を
博
し
た
。

● 

２
０
１
８
年
度
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
に

お
い
て
も
世
界
遺
産
を
テ
ー
マ
に
、９
月

１
日
、11
月
19
日
、12
月
13
日
に
開
催
。第

１
講
に
日
本
史
の
専
門
家
と
し
て
磯
田
道

史
氏
、第
２
講
は
ユ
ネ
ス
コ
本
部
か
ら
の

視
点
と
し
て
松
浦
晃
一
郎
氏
、第
３
講
は

日
本
建
築
、文
化
財
活
用
、地
方
創
生
、観

光
戦
略
に
造
詣
の
深
い
デ
ー
ビ
ッ
ド
・ア

ト
キ
ン
ソ
ン
氏
を
招
き
、彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
の
可
能
性
を
模
索
し
た
。

　
講
座
は
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
及
び
彦
根
が
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に

あ
る
の
か
、彦
根
と
い
う
都
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
ま
で
話
題
が
及
ん
だ
。彦
根
の

経
済
界
と
し
て
世
界
遺
産
都
市
と
観
光
戦

略
、人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
未
来
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

付
加
価
値（
価
値
の
有
料
化
）や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ（
自
然
に
有
料
の
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
）を
最
大
限
付
与
す
る
こ
と
で

経
済
効
果
を
始
め
と
し
た
彦
根
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
期
待
し
た
い
。

　
当
所
で
は
２
０
１
７
年
度
の
滋
賀
県
へ

の
要
望
事
項
と
し
て「
湖
上
観
光
に
お
け

花
火
の
打
ち
上
げ
も
行
わ
れ
た
。式
典
に

は
小
出
会
頭
、夏
原
・木
村
・中
川
・上
田

副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、当
所
議
員
ら

１
２
０
名
が
出
席
。来
賓
に
は
大
久
保
市

長
、大
道
滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会

長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
。

● 

９
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
は
、創

立
80
周
年
事
業
と
し
て
松
江
市
視
察
研
修

会
を
開
催
。湖
・国
宝
天
守
・歴
史
的
邂
逅

な
ど
、な
に
か
と
共
通
項
の
多
い
彦
根
と

松
江
で
あ
る
。先
進
的
な
取
り
組
み
が
際

立
つ
松
江
か
ら
学
ぶ
た
め
に
企
画
さ
れ

た
。

　
松
江
商
工
会
議
所
古
瀬
会
頭
か
ら
紹
介

さ
れ
た「
中
海
・宍
道
湖
・大
山
圏
域
に
お

け
る
連
携
し
た
取
り
組
み
」で
は
、民
間

ベ
ー
ス
で
推
進
す
る
島
根
・鳥
取
一
体
の

県
境
を
越
え
た
経
済
圏
構
想
、イ
ン
ド
・ケ

ラ
ラ
州
と
の
連
携
等
、地
域
経
済
を
牽
引

す
る
戦
略
的
な
事
業
を
展
開
さ
れ
、同
時

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
通
し
て
観
光
面
で
も

戦
略
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
オ
ー
ル

彦
根
」が
か
け
声
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

● 

10
月
６
日
に
は「
山
本
恭
司 

弾
き
語
り

弾
き
ま
く
り
ギ
タ
ー
三
昧
ス
ペ
シ
ャ
ル 

w
ith 

滋
賀
の
歌
姫 

ま
つ
う
ら
よ
う
こ
」が

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
て
、11
月
６
日

に
は「
佐
野
史
郎
＆
山
本
恭
司『
小
泉
八

雲 

朗
読
の
し
ら
べ
in 

彦
根
』転
生
|
絶
望

の
淵
か
ら
蘇
る
輪
廻
の
し
ら
べ
」が
清
凉

寺
に
て
各
々
開
催
さ
れ
た
。佐
野
氏
は
こ

の
催
し
に
つ
い
て
も
彦
根
と
松
江
を
重
ね

合
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。

● 

２
０
１
８
年
度
10
回
開
催
の「
プ
レ
ミ

ア
ム
書
道
塾
」は
、毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た

前
田
鎌
利
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

書
道
の
講
座
、日
下
部
鳴
鶴
の
史
跡
を
巡

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。彦
根
な

ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
現
し

た
。観
光
客
を
魅
了
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
数
々
が
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
を
通

し
て
誕
生
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　　
小
出
英
樹
当
所
会
頭
は
記
念
式
典
の
挨

拶
で
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
「
当
所
は
戦
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、１
６
３

１
事
業
所
が
加
盟
す
る
経
済
団
体
に
成
長

し
ま
し
た
。多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
で
す
。人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）や
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
発
達
で
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

が
大
き
く
変
わ
る
中
、未
来
志
向
の
プ
ラ

ン
を
次
年
度
に
は
具
体
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。

　
80
周
年
関
連
事
業
に
お
い
て
も
人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
テ
ー

マ
に
事
業
を
展
開
し
た
。

● 

２
月
１
日
に
は
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
第
９
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア「M

EET 
The M

em
bers

」を
開
催
。第
１
部
新
春

特
別
講
演
会
で
は
Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者

で
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
・総
合
研
究

大
学
院
大
学
教
授
・東
京
工
業
大
学
特
定

教
授
の
山
田
誠
二
氏
か
ら「
Ａ
Ｉ
で
人
間

の
仕
事
は
奪
わ
れ
な
いー

人
工
知
能
と

人
が
共
存
す
る
地
域
の
未
来ー

」と
題
し
、

Ａ
Ｉ
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、現
在

ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、将
来
的
に
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
人
工
知
能
が
発
達
し
、人
間
の
知
性
を

超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
間
の
生
活
に

大
き
な
変
化
が
起
こ
る
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ（
技
術
的
特
異
点
）の
脅
威
論
が
メ

デ
ィ
ア
を
中
心
に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、

山
田
氏
の
講
演
で
は
、デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
技
術
に
よ
り
Ａ
Ｉ
は
飛
躍
的
な
進
化

を
遂
げ
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
人
間
の
総
合

的
な
知
性
に
は
及
ん
で
い
な
い
。近
年
で

は
Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用
す
る
こ
と

で
人
間
と
共
存
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
実

用
的
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

● 

９
月
６
日
に
行
わ
れ
た「
し
が
ち
ゅ
う

し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」で

は「
日
本
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
展
望
」

と
題
し
て
日
本
銀
行
京
都
支
店
長 

鈴
木 

純
一
氏
を
お
招
き
し
、当
所
企
画
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。

　
講
演
会
で
は
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（Fin-

Tech

）」と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、そ
れ
が
我
々
の
経
済
や
社

会
、生
活
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る

の
か
を
解
説
い
た
だ
い
た
。近
年「
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク（FinTech

）」が
急
速
に
革
新

し
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、独
自
に
発
達

し
た
３
つ
の
技
術（
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
爆
発
的
且
つ
世
界
的
な
普
及
、②
Ａ
Ｉ

の
登
場
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
技
術
の
進

歩
、③
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・分
散
型
台

帳
技
術（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）の
登
場
）が
偶
然
同
時

期
に
実
用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
り
、こ
の
技
術
の
組
み
合
わ

せ
が
決
済
方
法
や
資
金
調
達
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
と
非
常
に
相
性
が
良
か
っ
た

こ
と
が
相
乗
効
果
を
生
み
、様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用

し
、実
用
化
し
て
い
る
分
野
の
一
つ
に

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（FinTech

）」が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

● 

２
月
24
日
か
ら
28
日
に
は「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
聖
地 

深
圳（
し
ん
せ
ん
）バ
レ
ー
・

ツ
ア
ー
」を
開
催
。湖
東
地
域
で
は

高
齢
化
・人
口
減
、人
手
不
足
、経

済
活
力
の
低
下
な
ど
の
潜
在
的
不

安
材
料
を
抱
え
、こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
は
新
し
い
知
識
の
導
入
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

深
圳
バ
レ
ー
・ツ
ア
ー
は
企
業
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
等
の
訪
問

を
通
じ
、中
国
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
潮
流
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、研
究
機
関
と
の
連
携
や
彦
根

地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り

方
を
見
い
だ
す
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
催
行
し
た
。ま
た
、日

本
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・

大
学
院
Ｄ
Ｓ
研
究
科
を
開
設
し
た

滋
賀
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、と
も

に
地
域
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と

い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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　　昨年10月10日、多数のご来賓をお招きし、彦根商工会議

所創立80周年を記念する式典・祝賀会を、彦根港周辺の湖上

において、観光客船ビアンカをチャーターして開催させていた

だきました。びわ湖をステージに、彦根城をバックにしての「彦

根だけの特別なおもてなし」を実現することで、当会議所と会

員企業の地域に根ざした立ち位置と方向性を共有すべく実行

しました。

　当日の彦根港は、当初最も心配していた台風こそ来なかった

ものの、朝からの曇天が午後からは本降りとなりやきもきしまし

たが、乗船時間には雨はすっかりあがりました。計画上、時間配

分は重要でしたが、皆さまのご協力で定刻通りの離岸、接岸が

なされ、式典・祝賀会が滞りなく出来たことに感謝します。大型

船とはいえ船内のスペースは限られていることからご不便も

あったかも知れませんが、乗船後の参加者の誘導や、式典進

行、JAZZバンドの生演奏が流れるカジュアルな雰囲気の中で

の食事、アトラクション（花火）のご案内もトラブルなく進み、特

に花火は、数分間でしたが殆どの方が屋上デッキで華やかな彩

りを間近でお楽しみいただき好評でした。以降に続く周年各種

事業の皮切りとしての役目を果たせたのではと考えています。

最後になりましたが、計画運営に多大なご尽力を賜った部会関

係各位の皆さまに心から感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。

ごあいさつ

記念式典・祝賀会部会長
濵口 浩一

　世界遺産、顕著な普遍的価値。この言葉が再び身近になるの

にどれだけ長くかかった事でしょう。1992年に彦根城が世界遺

産の暫定リストに搭載されて25年以上も動きがなかったのがこ

こに来てやっと登録に向かって本格的に動き出しました。

　世界遺産登録を目指し活動することは地域資源を見つめ直

し、それをさらに磨き上げる究極の地域おこしであると認識し

ています。

　会議所としては彦根城の世界遺産登録を目指し全面的に協

力推進をしていく事を創立80周年事業と位置づけ、今後も継

続して取り組んでいく覚悟です。

　市民の方々に関心をもっていただく為、記念事業の一環とし

て世界遺産検定試験を2回実施しました。ともに地方都市とし

ては異例の800名あまりの方に受験していただき、特に検定試

験対策講座を開催したところ、多くの方の受講がありました。今

回開催した検定試験の過程で、多くの方が世界遺産の知識とと

もにその魅力を発見されたようです。

　一方「彦根城を世界遺産に」というロゴとともに推進1000

人委員会が民間団体として立ち上がりました。この機会にと市

民意識の醸成を図ることを目的に彦根市など多くの共催を得

て文化セミナーとして市内9会場で世界遺産を知っていただく

機会を開催しました。

　また、次年度から滋賀大学、滋賀県立大学で会議所からの

要請により「世界遺産学」の寄付講座が開催され、世界遺産を

体系的に理解することで、地域づくり、観光政策、地域文化の

保存と活用を学ぶ機会が提供されます。

　今年度中に第１回目の推薦書原案が国に提出される予定で

すが、いよいよこれからが本格的な動きを必要とする時期にな

り、この2年が最も大事だと考えています。

　そして、世界遺産を目指す事により地域の事を考える機会と

ともに、見えてくる交通、観光宿泊、食、もてなしなど諸問題を

計画持って取り組み、改善できればその地域の再生運動とな

り、ひいては多くの来訪者が見込め、若い人の定住者も増え持

続可能な経済効果をもたらすことでしょう。未来に向かって地

域の誇りを残す事は今の我々の使命でもあると考えます。

ごあいさつ

世界遺産担当副会頭
木村 泰造

▶書道塾   日下部鳴鶴フィールドワーク

▶ヒストリア講座の様子

▶記念式典での小出会頭挨拶

▶松江商工会議所   古瀬会頭との会談

琵
琶
湖
・
文
化
を
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に

記
念
式
典
／
松
江
視
察
／
コ
ン
サ
ー
ト
／

書
道
塾

湖
に
〜
』と
の
発
想
を
具
体
化
す
る
上
で
、

さ
ら
に
先
進
的
な
琵
琶
湖
の
活
用
方
法
の

検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。内
外
の
先
進

事
例
を
参
考
に
、特
に
高
所
得
者
層
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、湖
上
遊

覧
観
光
と
併
せ
た
空
中
遊
覧
観
光
の
可
能

性
に
つ
い
て
、官
民
連
携
に
よ
り
研
究
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
」。

● 

10
月
10
日
、県
へ
の
要
望
を
背
景
に
琵

琶
湖
活
用
の
試
験
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、創
立
80
周
年
記
念
事
業
式
典
を
彦
根

港
発
着
の「
客
船
ビ
ア
ン
カ
」を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
開
催
し
た
。将
来
的
に
湖
上
観
光

や
湖
上
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
彦
根
の
魅
力

あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
と
な
る
こ

と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の

狼
煙
の
ご
と
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

る
空
中
遊
覧
の
研
究
に
つ
い
て
」「
ビ
ワ
イ

チ
推
進
の
た
め
の
交
流
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て
」な
ど
琵
琶
湖
の
活
用
を
テ
ー
マ
に

提
言
し
て
い
る（
以
下
に
要
約
）。

　
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
経
済

振
興
に
お
い
て
は
、地
域
の
強
み
を
活
か

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
都
市
部

か
ら
の
誘
客
、リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
は
重
要

で
す
。ま
た
、歴
史
、文
化
資
産
の
活
用
と

と
も
に
、滋
賀
県
共
有
の
自
然
資
産
で
あ

る
び
わ
湖
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。（
中
略
）現
在
、日
本
遺
産
へ

の
取
り
組
み
や
ビ
ワ
イ
チ
・サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
、琵
琶
湖
と
文
化
財
群
を
結
び
つ

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、知
事
が
提
唱
さ
れ
る『
び
わ

湖
新
時
代
〜
び
わ
湖
を
ア
ジ
ア
の
レ
マ
ン

　
彦
根
商
工
会
議
所
は
昭
和
13
年
４
月
設

立
し
、２
０
１
８
年
は
80
年
目
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。設
立
以
来
、地

区
内
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、時
代
の

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
と
社

会
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
創
立
80
周
年
関
連
事
業
は「
ひ
こ
ね 

ネ

オ
・デ
ザ
イ
ン『
不
易
流
行
』」を
メ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た

持
続
的
発
展
に
繋
げ
る
機
会
と
す
る
た
め

に
、未
来
志
向
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し

て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
た
。今
回
の
特

集
で
は
、そ
れ
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

彦
根
の
未
来
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義

が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
80
周
年
の
一
連
の
取
り
組
み
の
全
て
は

相
互
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。そ
の
こ
と
に

気
付
か
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
彦
根
市
は
、彦
根
城
を
含
め
た
エ
リ
ア

を
普
遍
的
な
価
値
の
あ
る
地
域
資
産
と
し

て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。「
彦

根
城
世
界
遺
産
登
録 

意
見
交
換
・応
援
１

０
０
０
人
委
員
会
」の
設
立
を
始
め
、彦
根

市
・彦
根
市
教
育
委
員
会
・当
所
の
共
催

で
、「
文
化
セ
ミ
ナ
ー 

世
界
遺
産
に
つ
い

て
学
ぶ
」を
昨
年
10
月
よ
り
今
年
２
月
に

か
け
て
全
９
回
、市
内
９
地
区
公
民
館
等

に
て
開
催
。世
界
遺
産
登
録
に
市
民
の
興

味
・関
心
が
芽
吹
く
よ
う
、世
界
遺
産
の

基
礎
知
識
や
彦
根
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
聞
い
て
い
た
だ

い
た
。

● 

創
立
80
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
地
域

の
経
済
界
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
遺
産
ア
カ

デ
ミ
ー
と
連
携
し
、「
世
界
遺
産
検
定
」を

実
施
。知
的
好
奇
心
を
高
め
、登
録
へ
の
関

心
や
そ
の
土
壌
を
醸
成
す
る
た
め
に
学
習

の
機
会
を
演
出
し
て
き
た
。７
月
８
日
と

12
月
16
日
に
当
所
を
準
会
場
と
し
て
実
施

し
た
結
果
、総
勢
８
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
受
検
い
た
だ
い
た
。世
界
遺
産
検

定
は
県
内
で
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

● 

11
月
29
日
に
は
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保

険（
株
）創
始
者
で
あ
り
、立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
学
長
の
出
口
治
明
氏
を
招
聘

し
、歴
史
学
習
の
重
要
性
を
説
く
講
演
会

を
実
施
。人
が
生
き
る
上
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
説
い
た
内
容
で
好
評
を
博
し
た
。

● 

２
０
１
８
年
度
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
に

お
い
て
も
世
界
遺
産
を
テ
ー
マ
に
、９
月

１
日
、11
月
19
日
、12
月
13
日
に
開
催
。第

１
講
に
日
本
史
の
専
門
家
と
し
て
磯
田
道

史
氏
、第
２
講
は
ユ
ネ
ス
コ
本
部
か
ら
の

視
点
と
し
て
松
浦
晃
一
郎
氏
、第
３
講
は

日
本
建
築
、文
化
財
活
用
、地
方
創
生
、観

光
戦
略
に
造
詣
の
深
い
デ
ー
ビ
ッ
ド
・ア

ト
キ
ン
ソ
ン
氏
を
招
き
、彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
の
可
能
性
を
模
索
し
た
。

　
講
座
は
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
及
び
彦
根
が
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に

あ
る
の
か
、彦
根
と
い
う
都
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
ま
で
話
題
が
及
ん
だ
。彦
根
の

経
済
界
と
し
て
世
界
遺
産
都
市
と
観
光
戦

略
、人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
未
来
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

付
加
価
値（
価
値
の
有
料
化
）や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ（
自
然
に
有
料
の
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
）を
最
大
限
付
与
す
る
こ
と
で

経
済
効
果
を
始
め
と
し
た
彦
根
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
期
待
し
た
い
。

　
当
所
で
は
２
０
１
７
年
度
の
滋
賀
県
へ

の
要
望
事
項
と
し
て「
湖
上
観
光
に
お
け

花
火
の
打
ち
上
げ
も
行
わ
れ
た
。式
典
に

は
小
出
会
頭
、夏
原
・木
村
・中
川
・上
田

副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、当
所
議
員
ら

１
２
０
名
が
出
席
。来
賓
に
は
大
久
保
市

長
、大
道
滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会

長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
。

● 

９
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
は
、創

立
80
周
年
事
業
と
し
て
松
江
市
視
察
研
修

会
を
開
催
。湖
・国
宝
天
守
・歴
史
的
邂
逅

な
ど
、な
に
か
と
共
通
項
の
多
い
彦
根
と

松
江
で
あ
る
。先
進
的
な
取
り
組
み
が
際

立
つ
松
江
か
ら
学
ぶ
た
め
に
企
画
さ
れ

た
。

　
松
江
商
工
会
議
所
古
瀬
会
頭
か
ら
紹
介

さ
れ
た「
中
海
・宍
道
湖
・大
山
圏
域
に
お

け
る
連
携
し
た
取
り
組
み
」で
は
、民
間

ベ
ー
ス
で
推
進
す
る
島
根
・鳥
取
一
体
の

県
境
を
越
え
た
経
済
圏
構
想
、イ
ン
ド
・ケ

ラ
ラ
州
と
の
連
携
等
、地
域
経
済
を
牽
引

す
る
戦
略
的
な
事
業
を
展
開
さ
れ
、同
時

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
通
し
て
観
光
面
で
も

戦
略
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
オ
ー
ル

彦
根
」が
か
け
声
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

● 

10
月
６
日
に
は「
山
本
恭
司 

弾
き
語
り

弾
き
ま
く
り
ギ
タ
ー
三
昧
ス
ペ
シ
ャ
ル 

w
ith 

滋
賀
の
歌
姫 

ま
つ
う
ら
よ
う
こ
」が

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
て
、11
月
６
日

に
は「
佐
野
史
郎
＆
山
本
恭
司『
小
泉
八

雲 

朗
読
の
し
ら
べ
in 

彦
根
』転
生
|
絶
望

の
淵
か
ら
蘇
る
輪
廻
の
し
ら
べ
」が
清
凉

寺
に
て
各
々
開
催
さ
れ
た
。佐
野
氏
は
こ

の
催
し
に
つ
い
て
も
彦
根
と
松
江
を
重
ね

合
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。

● 

２
０
１
８
年
度
10
回
開
催
の「
プ
レ
ミ

ア
ム
書
道
塾
」は
、毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た

前
田
鎌
利
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

書
道
の
講
座
、日
下
部
鳴
鶴
の
史
跡
を
巡

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。彦
根
な

ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
現
し

た
。観
光
客
を
魅
了
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
数
々
が
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
を
通

し
て
誕
生
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　　
小
出
英
樹
当
所
会
頭
は
記
念
式
典
の
挨

拶
で
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
「
当
所
は
戦
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、１
６
３

１
事
業
所
が
加
盟
す
る
経
済
団
体
に
成
長

し
ま
し
た
。多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
で
す
。人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）や
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
発
達
で
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

が
大
き
く
変
わ
る
中
、未
来
志
向
の
プ
ラ

ン
を
次
年
度
に
は
具
体
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。

　
80
周
年
関
連
事
業
に
お
い
て
も
人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
テ
ー

マ
に
事
業
を
展
開
し
た
。

● 

２
月
１
日
に
は
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
第
９
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア「M

EET 
The M

em
bers

」を
開
催
。第
１
部
新
春

特
別
講
演
会
で
は
Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者

で
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
・総
合
研
究

大
学
院
大
学
教
授
・東
京
工
業
大
学
特
定

教
授
の
山
田
誠
二
氏
か
ら「
Ａ
Ｉ
で
人
間

の
仕
事
は
奪
わ
れ
な
いー

人
工
知
能
と

人
が
共
存
す
る
地
域
の
未
来ー

」と
題
し
、

Ａ
Ｉ
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、現
在

ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、将
来
的
に
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
人
工
知
能
が
発
達
し
、人
間
の
知
性
を

超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
間
の
生
活
に

大
き
な
変
化
が
起
こ
る
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ（
技
術
的
特
異
点
）の
脅
威
論
が
メ

デ
ィ
ア
を
中
心
に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、

山
田
氏
の
講
演
で
は
、デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
技
術
に
よ
り
Ａ
Ｉ
は
飛
躍
的
な
進
化

を
遂
げ
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
人
間
の
総
合

的
な
知
性
に
は
及
ん
で
い
な
い
。近
年
で

は
Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用
す
る
こ
と

で
人
間
と
共
存
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
実

用
的
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

● 

９
月
６
日
に
行
わ
れ
た「
し
が
ち
ゅ
う

し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」で

は「
日
本
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
展
望
」

と
題
し
て
日
本
銀
行
京
都
支
店
長 

鈴
木 

純
一
氏
を
お
招
き
し
、当
所
企
画
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。

　
講
演
会
で
は
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（Fin-

Tech

）」と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、そ
れ
が
我
々
の
経
済
や
社

会
、生
活
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る

の
か
を
解
説
い
た
だ
い
た
。近
年「
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク（FinTech

）」が
急
速
に
革
新

し
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、独
自
に
発
達

し
た
３
つ
の
技
術（
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
爆
発
的
且
つ
世
界
的
な
普
及
、②
Ａ
Ｉ

の
登
場
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
技
術
の
進

歩
、③
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・分
散
型
台

帳
技
術（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）の
登
場
）が
偶
然
同
時

期
に
実
用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
り
、こ
の
技
術
の
組
み
合
わ

せ
が
決
済
方
法
や
資
金
調
達
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
と
非
常
に
相
性
が
良
か
っ
た

こ
と
が
相
乗
効
果
を
生
み
、様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用

し
、実
用
化
し
て
い
る
分
野
の
一
つ
に

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（FinTech

）」が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

● 

２
月
24
日
か
ら
28
日
に
は「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
聖
地 

深
圳（
し
ん
せ
ん
）バ
レ
ー
・

ツ
ア
ー
」を
開
催
。湖
東
地
域
で
は

高
齢
化
・人
口
減
、人
手
不
足
、経

済
活
力
の
低
下
な
ど
の
潜
在
的
不

安
材
料
を
抱
え
、こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
は
新
し
い
知
識
の
導
入
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

深
圳
バ
レ
ー
・ツ
ア
ー
は
企
業
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
等
の
訪
問

を
通
じ
、中
国
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
潮
流
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、研
究
機
関
と
の
連
携
や
彦
根

地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り

方
を
見
い
だ
す
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
催
行
し
た
。ま
た
、日

本
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・

大
学
院
Ｄ
Ｓ
研
究
科
を
開
設
し
た

滋
賀
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、と
も

に
地
域
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と

い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

未
来
志
向
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
研
究

Ａ
Ｉ
交
流
フ
ェ
ア
／FinTech

信
金
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
／
深
圳
バ
レ
ー
・
ツ

ア
ー
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ごあいさつ

　彦根商工会議所が創立80周年を迎えられたことを心よりお祝い

申し上げます。

　創立80周年を機に、10年先・20年先の彦根を見据えて、青年部

は今何が出来るのか・何をしていくべきなのかと考えたところ、彦根

の玄関口である彦根駅西口には、我々青年部の諸先輩方が建立さ

れた井伊直政公の銅像があり、観光客にとっても非常に重要な観光

スポットとなり、彦根城と同じく彦根のシンボルと言っても過言では

ないものと考えます。

　もし、東口にも同じくらい重要な観光スポットがあれば、東西の人

の流れを生み出す事ができ、彦根の活性化、観光資源の強化につな

がるのではないかと考え、彦根にゆかりがあり、知名度も高く井伊直

政公にも繋がる人物として石田三成公が思い浮かびました。そこで、

青年部としては彦根駅東口に石田三成公の銅像建立に向けた調

査・研究を行うこととしました。

　その取り組みの中で、1/26に「石田三成セミナー」と銘打ち、彦根

市内の小学生を中心に石田三成の生涯について知ってもらうため、

田附清子氏による講演会や甲冑劇を開催し、私たち自身も理解を深

めました。

　石田三成公の銅像を建立した場合にもたらす彦根市への経済効

果、そして建立に伴う費用対効果、時間対効果、建立後の活用方法

など、様々な切り口からの調査を進め、最終的には書面で彦根商工

会議所へ提言させていただきます。

　今年度一年間をかけて行動をしてまいりましたが、長期的なプロ

ジェクトであるため、引き続ぎ来年度も調査・研究を行い、彦根の未

来を見据えて青年部として行動をしてまいりたいと思います。

青年部会長
林 幸祐

　 第1回会議所創立80周年事業実行委員会の企画案に加え、第2回

実行委員会より関連事業として女性会も事業を実施する事が決定し

たことにより、女性会事業部会委員会を立ち上げ、正副会長と3つの

委員会から各１名ずつの計7名で、協議を重ねて参りました。未来へ繋

がる事業を、との思いからまず、女性会の理念や活動指針に改めて向

き合い、多くの会員に参加して頂けることが第一と考え、会員皆さまへ

アンケートを実施致しました。頂戴したご意見を元に、次の事業を形に

して参りました。

一、女性会PRの為のキャッチコピーを作成

二、先輩会員の皆様より、自身の経験を語って頂く会の実施（3回実施）

三、彦根市行政について学ぶ会の実施 

四、会員手帳の作成

五、地元大手企業工場（パナソニック㈱アプライアンス社ビュー

ティー・リビング事業部 彦根工場）工場長の講演会

　 会議所創立80周年を機会に女性会の本来の姿を見つめ直し、い

ずれも多くの会員の皆様にご参加頂く事業が実現致しました。この事

が今後の女性会活動の糧になればと願っております。

女性会
会議所80周年女性会事業部会委員会
委員長　田部 清子

▶深圳バレー・ツアー

　彦根商工会議所創立80周年の記念事業として、５年

後、10年後を見据えた交通システムの構築をめざして、

提言をとりまとめることとなりました。

　2018年11月2日に当会議所４階に多数の皆様にご

参加いただき「第２回オープンガバナンス・城下町彦根

における交通システムのあり方～世界遺産のまちづくり

に向けて～」というタイトルのシンポジウムを開催いたし

ました。

　そこにおいて、観光シーズンにおける市内の交通渋滞

を軽減し、観光客や市民の方々に、より快適に彦根城の

魅力にふれていただけるような交通政策、アクティブな

高齢者の方々がどうやって市内、市外に移動できるよう

にするのか、健康で安全で安心できる交通システムをど

ういうステップで作っていくのかを提言する第一歩を踏

み出しました。

　その後、このシンポジウムの基調講演をいただいた名

古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育

研究センター臨床環境学コンサルティングファーム部

門教授、そして滋賀大学データサイエンス学部特別招

聘教授の加藤博和先生を中心に、部会での議論を重ね

ております。今回、現在までの方向性を示させていただ

きました。今後８月頃をめざし、より具体的な実効性のあ

る、また市民の方々にも受け入れ可能な交通システム施

策を提言として取りまとめたいと思っております。

ごあいさつ

提言部会長
一圓 外志夫

　　
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）の
関
ヶ
原
の

合
戦
で
徳
川
家
康
の
東
軍
が
勝
利
し
た
。

こ
の
戦
い
は
今
ま
で
に
な
い
軍
事
的
緊

張
を
生
ん
だ
。大
坂
の
豊
臣
秀
頼
対
徳
川

家
康
の
最
終
決
戦
に
向
け
て
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
の
だ
。彦
根
の
城
下

町
は
こ
の
軍
事
的
緊
張
の
な
か
で
生
ま

れ
た
。大
坂
城
に
至
る
街
道
上
の
諸
城
は

大
坂
城
を
包
囲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。家

康
に
と
っ
て
彦
根
城
は
対
豊
臣
、防
衛
ラ

イ
ン
の
一
翼
を
担
う
重
要
拠
点
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
廃
藩
置
県
以
降
、旧
彦
根
藩
士
と
近
江

商
人
は
、彦
根
の
発
展
の
た
め
に
港
と
鉄

道
、銀
行
を
つ
く
り
、教
育
に
投
資
し
、明

治
の
都
市
間
競
争
を
生
き
残
っ
た
。

　
昭
和
の
大
戦
後
、い
ち
早
く
復
興
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
影
に
は
彦
根
の
商

人
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
努
力
が
あ
っ

た
。市
・県
・国
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
来
た
る
べ
き
マ
イ
カ
ー
時
代（
交
通
戦

争
）に
備
え
、城
下
町
の
い
く
つ
か
の
道

路
は
拡
幅
さ
れ
、道
路
新
設
、外
堀
も
埋

め
立
て
ら
れ
道
路
と
な
っ
た
。最
終
防
衛

ラ
イ
ン
で
あ
る
城
内
に
ク
ル
マ
を
入
れ

近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
し
進
め
ら

れ
た
。土
橋
か
ら
川
原
町
は
日
本
初
の
防

災
建
築
で
生
ま
れ
か
わ
り
滋
賀
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
商
店
街
へ
と
成
長
し
て

い
っ
た
。

　
昭
和
38
年（
１
９
６
３
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
花
の
生
涯
」が
放
映
さ
れ
、彦
根

城
へ
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
。昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）、彦
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

接
続
道
路
が
完
成
。東
海
道
新
幹
線
が
開

業
。「
花
の
生
涯
」ブ
ー
ム
に
よ
り
彦
根
城

入
山
者
が
１
２
０
万
人
を
突
破
。現
在
も

こ
の
記
録
は
破
ら
れ
て
い
な
い
。

　
城
は
三
重
の
堀
に
囲
ま
れ
、北
は
松
原

内
湖
、南
は
築
城
時
に
川
筋
を
変
え
た
芹

川
が
流
れ
て
い
る
。彦
根
の
旧
市
内
は
、

天
保
７
年（
１
８
３
６
）に
製
作
さ
れ
た

図
面「
彦
根
御
城
下
惣
絵
図
」（
廃
藩
置
県

直
後
ま
で
の
変
遷
が
加
筆
修
正
さ
れ
て

い
る
）を
使
っ
て
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
。

基
本
的
に
ま
ち
の
構
造
は
江
戸
時
代
と

さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
対
豊
臣
、防
衛
ラ
イ
ン
を
内
側
か
ら

破
っ
た
の
は
彦
根
の
商
人
た
ち
だ
っ
た
。

城
下
町
の
主
要
道
路
は
拡
幅
さ
れ
た
も

の
の
道
幅
は
狭
く
折
れ
曲
が
っ
て
い
た
。

悪
化
す
る
交
通
事
情
か
ら
、昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）田
畑
の
広
が
る
小
泉
の
地

に
物
流
の
拠
点
が
建
設
さ
れ
た
。道
路
が

整
備
さ
れ
鉄
道
の
駅
が
で
き
、ま
ち
が
生

ま
れ
た
。物
流
と
人
々
の
交
流
が
ま
ち
の

未
来
を
変
え
た
。

　
交
通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
は
、地
域
の
活

性
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
現
在
、観
光
シ
ー
ズ
ン
の
市
内
の
交
通

渋
滞
は
異
常
な
状
況
に
あ
り
、市
民
生
活

へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
、改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。渋
滞
は
都
市
の「
人
気
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
」で
は
な
い
。

　
国
道
８
号
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は

ル
ー
ト
帯
３
案
が
示
さ
れ
、国
道
３
０
６

号
線
バ
イ
パ
ス
は
、２
０
２
４
年
の
国
民

体
育
大
会
開
催
に
向
け
て
、彦
根
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
貫
通

し
、彦
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で

結
ぶ
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。し
か
し
、イ

ン
フ
ラ
整
備
は
一
朝
一
夕
に
進
む
も
の

で
は
な
い
。現
状
の
イ
ン
フ
ラ
で
、ど
う

す
れ
ば
極
力
渋
滞
を
避
け
ら
れ
る
の
か
、

そ
し
て
彦
根
に
住
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
高

齢
者
が
ど
う
や
っ
て
市
内
、市
外
に
移
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
か
。健
康
で
安
全

で
安
心
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

い
う
ス
テ
ッ
プ
で
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

環
境
に
優
し
く
持
続
可
能
な
彦
根
の
ま

ち
づ
く
り
に
相
応
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か…

…

。文

化
財
を
守
り
な
が
ら
訪
れ
る
人
々
を
も

て
な
し
、市
民
に
と
っ
て
も
快
適
な
彦
根

の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
、「
交
通
渋
滞
緩
和
」

「
歩
行
者
優
先
」「
市
民
も
来
訪
者
も
快

適
」「
持
続
可
能
」、こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
、ど
の
よ
う
な
提
言
が
有
効
か
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彦
根
市
で
は
、２
０
２
４
年
を
目
標
に

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
動
き
が
活
発

化
し
、国
民
体
育
大
会
・全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
遺
産
都
市
と
し
て
、ま
た
、国
体

主
会
場
を
あ
ず
か
る
都
市
と
し
て
、い
か

に
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
地
ま
で
の
ク
ル
マ

の
流
れ
を
つ
く
る
か
で
は
な
く
、彦
根
を

訪
れ
る
人
々
を
目
的
ま
で
ス
ト
レ
ス
な

く
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
言
は
、ク
ル
マ
を

城
内
に
乗
り
入
れ
さ
せ
な
い「
城
下
町
防

衛
ラ
イ
ン
」の
実
現
で
も
あ
る
。

　

現
状
の
課
題

　
共
通（
観
光
・
生
活
）

● 

渋
滞
問
題
の
解
消
・
軽
減

● 

自
動
車
以
外
の
交
通
手
段
が
貧
弱（
公  

　

共
交
通
・
自
転
車
・
徒
歩
）

　
観
光

● 

外
客
受
け
入
れ
体
制（
彦
根
に
行
く
な

　

ら
電
車
で
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
作
り
）〈
東

　

海
中
京
・
京
阪
神
両
方
向
か
ら
の
対
策
〉

● 

世
界
遺
産
登
録
対
応（
来
客
が
数
倍
に

　

な
る
）

　
生
活

● 

中
心
市
街
地
に
多
い
お
年
寄
り
の
お
で

　

か
け
の
足（
健
康
な
う
ち
に
ク
ル
マ
に

　

頼
ら
な
い
生
活
を
で
き
る
よ
う
に
）

　

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。そ
の
た
め
に
、大
胆

な
方
策
が
必
要
と
な
る
。イ
メ
ー
ジ
は

「
ク
ル
マ
に
頼
ら
な
い
で
観
光
で
き
る
、

暮
ら
せ
る
」ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　

彦
根
城
に
三
重
の
堀
と
芹
川
・
松
原
内

湖
の
防
衛
ラ
イ
ン
が
あ
っ
た
よ
う
に
、マ
イ

カ
ー
で
の
来
訪
を
４
つ
の「
防
衛
ラ
イ
ン
」で

受
け
止
め
、彦
根
城
・
城
下
町
へ
ス
ム
ー
ズ

に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

● 

第
１
：
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
↓
近
隣

　

駐
車
場（
↓
Ｇ
Ｓ
Ｍ
↓
多
賀
大
社
駅
↓
近

　

江
鉄
道
・
バ
ス
↓
彦
根
駅
）

● 

第
２
：
高
宮
エ
リ
ア（
利
用
可
能
な
駐
車

　

場
活
用
）↓
近
江
鉄
道
・
バ
ス
↓
彦
根
駅

● 

第
３
：
彦
根
イ
ン
タ
ー
↓
Ｐ
＆
Ｒ
駐
車
場

　

↓
バ
ス（
途
中
渋
滞〈
Ｒ
３
０
６
Ｂ
Ｐ
開

　

通
で
緩
和
〉）↓
い
ろ
は
松
駐
車
場

● 

第
４
：
鉄
道
↓
彦
根
駅
↓
Ｇ
Ｓ
Ｍ
or 

タ

　

ク
シ
ー
の
活
用（
相
乗
り
な
ど
）

　
第
１・
第
４
の
防
衛
ラ
イ
ン
の
移
動
手

段
と
し
て
Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
活
用
す
る
。Ｇ
Ｓ
Ｍ

はG
reen Slow

 M
obility

（
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
）の
頭
文
字
で
、５
つ

の
特
徴
が
あ
る
。

① G
reen

…
…

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

　
少
な
い
電
気
自
動
車
。家
庭
用
コ
ン
セ

　
ン
ト
で
充
電
可
。Ｇ
Ｓ
撤
退
地
域
で
も

　
運
行
可
。

② Slow
･･･

時
速
20
㎞
未
満
な
の
で
観
光

　
に
ぴ
っ
た
り

③ Safety･･･

速
度
制
限
で
安
全
。高
齢
者

　
も
運
転
可

④ Sm
all･･･

小
型
な
の
で
狭
い
道
で
も

　
問
題
な
い

⑤ O
pen･･･

窓
が
な
い
開
放
さ
が
乗
っ

　
て
楽
し
い

　
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
観
光
客
向
け
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
し
て
、ガ
イ
ド
に
よ
る
観
光
案
内

や
プ
チ
定
期
観
光
バ
ス
、Ｐ
＆
Ｒ（Park 

&
 Ride

）、イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
、施
設
間

の
移
動
、「
地
域
の
顔
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
、観
光
戦
略
に
お
い
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別

に
臨
機
応
変
な
活
用
も
可
能
だ
。

　
ま
た
、バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
地
域
や
高
齢
化
が
進
む
地
域

に
、Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、市
民

の
足
と
し
て
、福
祉
増
進
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。国
土
交
通
省
は
低
炭
素
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
交
通
対
策
と
し

て
、Ｇ
Ｓ
Ｍ
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。

　
第
３
防
衛
ラ
イ
ン
の
移
動
手
段
と
し
て

Ｐ
＆
Ｒ
を
活
用
す
る
。Ｐ
＆
Ｒ
は
、彦
根
市

で
は
平
成
29
年（
２
０
１
７
）よ
り
彦
根
イ

ン
タ
ー
出
口
に
駐
車
場
を
設
け
、ク
ル
マ

で
来
た
観
光
客
の
車
両
を
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
残
し
、バ
ス
で
彦
根
城
ま
で
送
迎
す
る

実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、第
１・
第
２・
第
３
防
衛
ラ
イ

ン
に
は
広
大
な
ク
ル
マ
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
と
な
る
た
め
、多
賀
の
周
辺
、

企
業
駐
車
場
の
利
用
が
可
能
か
ど
う
か

な
ど
調
査
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、Ｇ
Ｓ

Ｍ
・
Ｐ
＆
Ｒ
の
運
営
の
担
い
手
を
ど
う
す

る
か
、駐
車
料
・
施
設
入
場
料
と
の
セ
ッ

ト
で
の
利
用
料
金
設
定
な
ど
、精
緻
な
計

画
が
必
要
と
な
る
。

　
城
下
町
は
、歴
史
、文
化
、商
業
、交
流

の
中
心
で
あ
る
。活
性
化
を
図
る
に
は
、

中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高
め
る
だ
け
で

な
く
、公
共
交
通
機
関
等
に
よ
る
来
街
者

の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、 

賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。第
４
の
防
衛
ラ
イ
ン
は
極
め
て

重
要
で
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
付
加
し
た
戦
略
と
戦
術
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

● 

彦
根
駅
か
ら
城
内
へ
の
移
動
の
充
実

　

駅
〜
地
上
の
動
線（
ま
ず
城
を
見
せ
る
・

　

必
要
な
方
向
に
下
ろ
す
）

　

  

移
動
手
段

　

▼
バ
ス
：
拡
幅
さ
れ
る
立
花
線
を
有
効

　

に
活
用

　

▼
タ
ク
シ
ー
相
乗
り（
割
り
勘
、事
前
確

　

定
運
賃
）or 

乗
合（
定
額
）

　

▼
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
運
行

　

▼
徒
歩
・
自
転
車
動
線
の
確
保

● 

城
内
移
動
大
作
戦

　

▼
堀
の
内
側
を
一
般
車
通
行
禁
止
化　

　
（
路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
可
、時
速
10
キ
ロ

　

制
限
）※

彦
根
東
高
校
・
裁
判
所
よ
り
西

　

は
可（
車
両
迂
回
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

必
要
）

　

▼
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
運
行
：
観
光
客
向
け
に
付

　

加
価
値
高
く（
城
内
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

　

憩
い
と
し
て
運
行
）

　

▼
い
ろ
は
松
駐
車
場
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

　
（
路
線
・
貸
切
・
シ
ャ
ト
ル
）

　

▼
陸
上
競
技
場
駐
車
場
、市
民
会
館
跡

　

地
利
用（
未
定
）で
ク
ル
マ
を
必
要
以
上

　

に
呼
び
込
ま
な
い
よ
う
に

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
想
定
し
た
多
言
語

ガ
イ
ド
や
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
利
用
状
況
を
把
握

で
き
る
ア
プ
リ（
運
行
ル
ー
ト
な
ど
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）の
開
発
な
ど
も

必
須
と
な
る
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
影

響
は
、社
会
活
動
や
経
済
活
動
の
縮
小
に

現
れ
、財
政
負
担
の
増
大
を
招
く
。そ
の

結
果
、生
活
・
社
会
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
、

都
市
機
能
や
生
活
に
格
差
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。社
会
活
動
や
経
済
活
動
の

縮
小
は
人
口
流
出
を
誘
発
し
、負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
へ
陥
り
、ま
す
ま
す
格
差
が
広

が
っ
て
い
く
。何
処
か
で
歯
止
め
を
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。彦
根
市
は
彦
根
城

の
世
界
遺
産
登
録
を
は
じ
め
、彦
根
市
近

隣
の
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
に
恵
ま
れ
、

オ
ー
ル
彦
根
で
取
り
組
む
観
光
産
業
の

活
性
化
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

● 「
高
齢
者
と
学
生
が
共
に
住
む
こ
と
が

　

で
き
る
」が
目
標

● 

郊
外
か
ら
来
て
も
ら
え
る
基
盤
と
し
て

　

の
交
通
手
段

● 

域
内
歩
行
支
援
交
通
：
彦
根
御
城
下
巡 

　

回
バ
ス
の
路
線
を
ベ
ー
ス
と
し
た
バ
ス
or

 　
Ｇ
Ｓ
Ｍ

● 

自
転
車
通
行
環
境

● 

路
線
バ
ス
の
立
花
線
へ
の
集
中
に
よ
る

　

利
便
性
向
上（
路
線
バ
ス
の
運
行
ル
ー

　

ト
・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な

　

ど
ソ
フ
ト
面
の
整
備
が
必
要
）

● 

健
康
な
う
ち
に
ク
ル
マ
に
頼
ら
な
い
生

　

活
を
で
き
る
よ
う
に

　
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、実
現
可
能

な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
言
は
本
年
８
月

頃
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
。現
在

の
社
会
は
ク
ル
マ
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
。

臨
機
応
変
に
移
動
手
段
を
取
捨
選
択
で

き
る
よ
う
、革
新
的
か
つ
抜
本
的
な
提
案

を
目
指
す
。「
彦
根
城
攻
防
戦
」は
決
し
て

観
光
に
特
化
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
で
は

な
い
。「
世
界
遺
産
都
市
を
移
動
す
る

人
々
」と
し
て
、観
光
客
・
生
活
者
を
捉
え

た
場
合
、旧
城
下
町
周
辺
の
日
常
交
通
の

シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
観
光
客
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
都
市
間
競

争
に
生
き
残
る
た
め
に
は
高
度
に
発
達

し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
須
と
な
る
。

人
々
が
安
全
に
自
由
に
移
動
す
る
こ
と

で
、社
会
活
動
や
経
済
活
動
が
拡
大
し
、

人
口
流
入
を
誘
発
す
る
好
循
環
が
生
ま

れ
る
。か
つ
て
、対
秀
吉
、防
衛
ラ
イ
ン
に

築
か
れ
た
城
下
町
は
交
通
の
要
衝
に
あ
っ

た
。近
代
、ク
ル
マ
で
の
移
動
を
前
提
と

し
て
、防
衛
ラ
イ
ン
を
越
え
て
都
市
は
拡

大
発
展
を
遂
げ
た
。最
前
線
に
い
た
の
は

商
人
た
ち
だ
っ
た
。「
彦
根
城
攻
防
戦
」の

前
線
拡
大
は
必
至
、ク
ル
マ
を
拒
み
交
通

シ
ス
テ
ム
を
担
う
持
続
可
能
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、Ｇ
Ｓ
Ｍ
・
Ｐ
＆

Ｒ
を
実
現
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

対
豊
臣
、防
衛
ラ
イ
ン

彦根城下の陣！
「クルマ攻め」から国宝を守れ！

湖
に
〜
』と
の
発
想
を
具
体
化
す
る
上
で
、

さ
ら
に
先
進
的
な
琵
琶
湖
の
活
用
方
法
の

検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。内
外
の
先
進

事
例
を
参
考
に
、特
に
高
所
得
者
層
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、湖
上
遊

覧
観
光
と
併
せ
た
空
中
遊
覧
観
光
の
可
能

性
に
つ
い
て
、官
民
連
携
に
よ
り
研
究
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
」。

● 

10
月
10
日
、県
へ
の
要
望
を
背
景
に
琵

琶
湖
活
用
の
試
験
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、創
立
80
周
年
記
念
事
業
式
典
を
彦
根

港
発
着
の「
客
船
ビ
ア
ン
カ
」を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
開
催
し
た
。将
来
的
に
湖
上
観
光

や
湖
上
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
彦
根
の
魅
力

あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
と
な
る
こ

と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の

狼
煙
の
ご
と
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

る
空
中
遊
覧
の
研
究
に
つ
い
て
」「
ビ
ワ
イ

チ
推
進
の
た
め
の
交
流
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て
」な
ど
琵
琶
湖
の
活
用
を
テ
ー
マ
に

提
言
し
て
い
る（
以
下
に
要
約
）。

　
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
経
済

振
興
に
お
い
て
は
、地
域
の
強
み
を
活
か

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
都
市
部

か
ら
の
誘
客
、リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
は
重
要

で
す
。ま
た
、歴
史
、文
化
資
産
の
活
用
と

と
も
に
、滋
賀
県
共
有
の
自
然
資
産
で
あ

る
び
わ
湖
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。（
中
略
）現
在
、日
本
遺
産
へ

の
取
り
組
み
や
ビ
ワ
イ
チ
・サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
、琵
琶
湖
と
文
化
財
群
を
結
び
つ

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、知
事
が
提
唱
さ
れ
る『
び
わ

湖
新
時
代
〜
び
わ
湖
を
ア
ジ
ア
の
レ
マ
ン

　
彦
根
商
工
会
議
所
は
昭
和
13
年
４
月
設

立
し
、２
０
１
８
年
は
80
年
目
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。設
立
以
来
、地

区
内
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、時
代
の

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
と
社

会
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
創
立
80
周
年
関
連
事
業
は「
ひ
こ
ね 

ネ

オ
・デ
ザ
イ
ン『
不
易
流
行
』」を
メ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
の
未
来
を
見
据
え
た

持
続
的
発
展
に
繋
げ
る
機
会
と
す
る
た
め

に
、未
来
志
向
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し

て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
た
。今
回
の
特

集
で
は
、そ
れ
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

彦
根
の
未
来
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義

が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
80
周
年
の
一
連
の
取
り
組
み
の
全
て
は

相
互
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。そ
の
こ
と
に

気
付
か
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
彦
根
市
は
、彦
根
城
を
含
め
た
エ
リ
ア

を
普
遍
的
な
価
値
の
あ
る
地
域
資
産
と
し

て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。「
彦

根
城
世
界
遺
産
登
録 

意
見
交
換
・応
援
１

０
０
０
人
委
員
会
」の
設
立
を
始
め
、彦
根

市
・彦
根
市
教
育
委
員
会
・当
所
の
共
催

で
、「
文
化
セ
ミ
ナ
ー 

世
界
遺
産
に
つ
い

て
学
ぶ
」を
昨
年
10
月
よ
り
今
年
２
月
に

か
け
て
全
９
回
、市
内
９
地
区
公
民
館
等

に
て
開
催
。世
界
遺
産
登
録
に
市
民
の
興

味
・関
心
が
芽
吹
く
よ
う
、世
界
遺
産
の

基
礎
知
識
や
彦
根
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
聞
い
て
い
た
だ

い
た
。

● 

創
立
80
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
地
域

の
経
済
界
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
遺
産
ア
カ

デ
ミ
ー
と
連
携
し
、「
世
界
遺
産
検
定
」を

実
施
。知
的
好
奇
心
を
高
め
、登
録
へ
の
関

心
や
そ
の
土
壌
を
醸
成
す
る
た
め
に
学
習

の
機
会
を
演
出
し
て
き
た
。７
月
８
日
と

12
月
16
日
に
当
所
を
準
会
場
と
し
て
実
施

し
た
結
果
、総
勢
８
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
受
検
い
た
だ
い
た
。世
界
遺
産
検

定
は
県
内
で
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

● 

11
月
29
日
に
は
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保

険（
株
）創
始
者
で
あ
り
、立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
学
長
の
出
口
治
明
氏
を
招
聘

し
、歴
史
学
習
の
重
要
性
を
説
く
講
演
会

を
実
施
。人
が
生
き
る
上
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
説
い
た
内
容
で
好
評
を
博
し
た
。

● 

２
０
１
８
年
度
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
に

お
い
て
も
世
界
遺
産
を
テ
ー
マ
に
、９
月

１
日
、11
月
19
日
、12
月
13
日
に
開
催
。第

１
講
に
日
本
史
の
専
門
家
と
し
て
磯
田
道

史
氏
、第
２
講
は
ユ
ネ
ス
コ
本
部
か
ら
の

視
点
と
し
て
松
浦
晃
一
郎
氏
、第
３
講
は

日
本
建
築
、文
化
財
活
用
、地
方
創
生
、観

光
戦
略
に
造
詣
の
深
い
デ
ー
ビ
ッ
ド
・ア

ト
キ
ン
ソ
ン
氏
を
招
き
、彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
の
可
能
性
を
模
索
し
た
。

　
講
座
は
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
及
び
彦
根
が
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に

あ
る
の
か
、彦
根
と
い
う
都
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
ま
で
話
題
が
及
ん
だ
。彦
根
の

経
済
界
と
し
て
世
界
遺
産
都
市
と
観
光
戦

略
、人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
未
来
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

付
加
価
値（
価
値
の
有
料
化
）や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ（
自
然
に
有
料
の
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
）を
最
大
限
付
与
す
る
こ
と
で

経
済
効
果
を
始
め
と
し
た
彦
根
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
期
待
し
た
い
。

　
当
所
で
は
２
０
１
７
年
度
の
滋
賀
県
へ

の
要
望
事
項
と
し
て「
湖
上
観
光
に
お
け

花
火
の
打
ち
上
げ
も
行
わ
れ
た
。式
典
に

は
小
出
会
頭
、夏
原
・木
村
・中
川
・上
田

副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、当
所
議
員
ら

１
２
０
名
が
出
席
。来
賓
に
は
大
久
保
市

長
、大
道
滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会

長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
。

● 

９
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
は
、創

立
80
周
年
事
業
と
し
て
松
江
市
視
察
研
修

会
を
開
催
。湖
・国
宝
天
守
・歴
史
的
邂
逅

な
ど
、な
に
か
と
共
通
項
の
多
い
彦
根
と

松
江
で
あ
る
。先
進
的
な
取
り
組
み
が
際

立
つ
松
江
か
ら
学
ぶ
た
め
に
企
画
さ
れ

た
。

　
松
江
商
工
会
議
所
古
瀬
会
頭
か
ら
紹
介

さ
れ
た「
中
海
・宍
道
湖
・大
山
圏
域
に
お

け
る
連
携
し
た
取
り
組
み
」で
は
、民
間

ベ
ー
ス
で
推
進
す
る
島
根
・鳥
取
一
体
の

県
境
を
越
え
た
経
済
圏
構
想
、イ
ン
ド
・ケ

ラ
ラ
州
と
の
連
携
等
、地
域
経
済
を
牽
引

す
る
戦
略
的
な
事
業
を
展
開
さ
れ
、同
時

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
通
し
て
観
光
面
で
も

戦
略
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
オ
ー
ル

彦
根
」が
か
け
声
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

● 

10
月
６
日
に
は「
山
本
恭
司 

弾
き
語
り

弾
き
ま
く
り
ギ
タ
ー
三
昧
ス
ペ
シ
ャ
ル 

w
ith 

滋
賀
の
歌
姫 

ま
つ
う
ら
よ
う
こ
」が

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
て
、11
月
６
日

に
は「
佐
野
史
郎
＆
山
本
恭
司『
小
泉
八

雲 

朗
読
の
し
ら
べ
in 

彦
根
』転
生
|
絶
望

の
淵
か
ら
蘇
る
輪
廻
の
し
ら
べ
」が
清
凉

寺
に
て
各
々
開
催
さ
れ
た
。佐
野
氏
は
こ

の
催
し
に
つ
い
て
も
彦
根
と
松
江
を
重
ね

合
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。

● 

２
０
１
８
年
度
10
回
開
催
の「
プ
レ
ミ

ア
ム
書
道
塾
」は
、毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た

前
田
鎌
利
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

書
道
の
講
座
、日
下
部
鳴
鶴
の
史
跡
を
巡

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。彦
根
な

ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
現
し

た
。観
光
客
を
魅
了
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
数
々
が
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
を
通

し
て
誕
生
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　　
小
出
英
樹
当
所
会
頭
は
記
念
式
典
の
挨

拶
で
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
「
当
所
は
戦
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、１
６
３

１
事
業
所
が
加
盟
す
る
経
済
団
体
に
成
長

し
ま
し
た
。多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
で
す
。人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）や
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
発
達
で
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

が
大
き
く
変
わ
る
中
、未
来
志
向
の
プ
ラ

ン
を
次
年
度
に
は
具
体
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。

　
80
周
年
関
連
事
業
に
お
い
て
も
人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
テ
ー

マ
に
事
業
を
展
開
し
た
。

● 

２
月
１
日
に
は
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
第
９
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア「M

EET 
The M

em
bers

」を
開
催
。第
１
部
新
春

特
別
講
演
会
で
は
Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者

で
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
・総
合
研
究

大
学
院
大
学
教
授
・東
京
工
業
大
学
特
定

教
授
の
山
田
誠
二
氏
か
ら「
Ａ
Ｉ
で
人
間

の
仕
事
は
奪
わ
れ
な
いー

人
工
知
能
と

人
が
共
存
す
る
地
域
の
未
来ー

」と
題
し
、

Ａ
Ｉ
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、現
在

ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、将
来
的
に
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
人
工
知
能
が
発
達
し
、人
間
の
知
性
を

超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
間
の
生
活
に

大
き
な
変
化
が
起
こ
る
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ（
技
術
的
特
異
点
）の
脅
威
論
が
メ

デ
ィ
ア
を
中
心
に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、

山
田
氏
の
講
演
で
は
、デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
技
術
に
よ
り
Ａ
Ｉ
は
飛
躍
的
な
進
化

を
遂
げ
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
人
間
の
総
合

的
な
知
性
に
は
及
ん
で
い
な
い
。近
年
で

は
Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用
す
る
こ
と

で
人
間
と
共
存
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
実

用
的
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

● 

９
月
６
日
に
行
わ
れ
た「
し
が
ち
ゅ
う

し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」で

は「
日
本
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
展
望
」

と
題
し
て
日
本
銀
行
京
都
支
店
長 

鈴
木 

純
一
氏
を
お
招
き
し
、当
所
企
画
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。

　
講
演
会
で
は
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（Fin-

Tech

）」と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、そ
れ
が
我
々
の
経
済
や
社

会
、生
活
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る

の
か
を
解
説
い
た
だ
い
た
。近
年「
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク（FinTech

）」が
急
速
に
革
新

し
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、独
自
に
発
達

し
た
３
つ
の
技
術（
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
爆
発
的
且
つ
世
界
的
な
普
及
、②
Ａ
Ｉ

の
登
場
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
技
術
の
進

歩
、③
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・分
散
型
台

帳
技
術（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）の
登
場
）が
偶
然
同
時

期
に
実
用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
り
、こ
の
技
術
の
組
み
合
わ

せ
が
決
済
方
法
や
資
金
調
達
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
と
非
常
に
相
性
が
良
か
っ
た

こ
と
が
相
乗
効
果
を
生
み
、様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用

し
、実
用
化
し
て
い
る
分
野
の
一
つ
に

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク（FinTech

）」が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

● 

２
月
24
日
か
ら
28
日
に
は「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
聖
地 

深
圳（
し
ん
せ
ん
）バ
レ
ー
・

ツ
ア
ー
」を
開
催
。湖
東
地
域
で
は

高
齢
化
・人
口
減
、人
手
不
足
、経

済
活
力
の
低
下
な
ど
の
潜
在
的
不

安
材
料
を
抱
え
、こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
は
新
し
い
知
識
の
導
入
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

深
圳
バ
レ
ー
・ツ
ア
ー
は
企
業
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
等
の
訪
問

を
通
じ
、中
国
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
潮
流
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、研
究
機
関
と
の
連
携
や
彦
根

地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り

方
を
見
い
だ
す
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
催
行
し
た
。ま
た
、日

本
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・

大
学
院
Ｄ
Ｓ
研
究
科
を
開
設
し
た

滋
賀
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、と
も

に
地
域
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と

い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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慶
長
５
年（
１
６
０
０
）の
関
ヶ
原
の

合
戦
で
徳
川
家
康
の
東
軍
が
勝
利
し
た
。

こ
の
戦
い
は
今
ま
で
に
な
い
軍
事
的
緊

張
を
生
ん
だ
。大
坂
の
豊
臣
秀
頼
対
徳
川

家
康
の
最
終
決
戦
に
向
け
て
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
の
だ
。彦
根
の
城
下

町
は
こ
の
軍
事
的
緊
張
の
な
か
で
生
ま

れ
た
。大
坂
城
に
至
る
街
道
上
の
諸
城
は

大
坂
城
を
包
囲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。家

康
に
と
っ
て
彦
根
城
は
対
豊
臣
、防
衛
ラ

イ
ン
の
一
翼
を
担
う
重
要
拠
点
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
廃
藩
置
県
以
降
、旧
彦
根
藩
士
と
近
江

商
人
は
、彦
根
の
発
展
の
た
め
に
港
と
鉄

道
、銀
行
を
つ
く
り
、教
育
に
投
資
し
、明

治
の
都
市
間
競
争
を
生
き
残
っ
た
。

　
昭
和
の
大
戦
後
、い
ち
早
く
復
興
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
影
に
は
彦
根
の
商

人
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
努
力
が
あ
っ

た
。市
・県
・国
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
来
た
る
べ
き
マ
イ
カ
ー
時
代（
交
通
戦

争
）に
備
え
、城
下
町
の
い
く
つ
か
の
道

路
は
拡
幅
さ
れ
、道
路
新
設
、外
堀
も
埋

め
立
て
ら
れ
道
路
と
な
っ
た
。最
終
防
衛

ラ
イ
ン
で
あ
る
城
内
に
ク
ル
マ
を
入
れ

近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
し
進
め
ら

れ
た
。土
橋
か
ら
川
原
町
は
日
本
初
の
防

災
建
築
で
生
ま
れ
か
わ
り
滋
賀
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
商
店
街
へ
と
成
長
し
て

い
っ
た
。

　
昭
和
38
年（
１
９
６
３
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
花
の
生
涯
」が
放
映
さ
れ
、彦
根

城
へ
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
。昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）、彦
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

接
続
道
路
が
完
成
。東
海
道
新
幹
線
が
開

業
。「
花
の
生
涯
」ブ
ー
ム
に
よ
り
彦
根
城

入
山
者
が
１
２
０
万
人
を
突
破
。現
在
も

こ
の
記
録
は
破
ら
れ
て
い
な
い
。

　
城
は
三
重
の
堀
に
囲
ま
れ
、北
は
松
原

内
湖
、南
は
築
城
時
に
川
筋
を
変
え
た
芹

川
が
流
れ
て
い
る
。彦
根
の
旧
市
内
は
、

天
保
７
年（
１
８
３
６
）に
製
作
さ
れ
た

図
面「
彦
根
御
城
下
惣
絵
図
」（
廃
藩
置
県

直
後
ま
で
の
変
遷
が
加
筆
修
正
さ
れ
て

い
る
）を
使
っ
て
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
。

基
本
的
に
ま
ち
の
構
造
は
江
戸
時
代
と

さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
対
豊
臣
、防
衛
ラ
イ
ン
を
内
側
か
ら

破
っ
た
の
は
彦
根
の
商
人
た
ち
だ
っ
た
。

城
下
町
の
主
要
道
路
は
拡
幅
さ
れ
た
も

の
の
道
幅
は
狭
く
折
れ
曲
が
っ
て
い
た
。

悪
化
す
る
交
通
事
情
か
ら
、昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）田
畑
の
広
が
る
小
泉
の
地

に
物
流
の
拠
点
が
建
設
さ
れ
た
。道
路
が

整
備
さ
れ
鉄
道
の
駅
が
で
き
、ま
ち
が
生

ま
れ
た
。物
流
と
人
々
の
交
流
が
ま
ち
の

未
来
を
変
え
た
。

　
交
通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
は
、地
域
の
活

性
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
現
在
、観
光
シ
ー
ズ
ン
の
市
内
の
交
通

渋
滞
は
異
常
な
状
況
に
あ
り
、市
民
生
活

へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
、改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。渋
滞
は
都
市
の「
人
気
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
」で
は
な
い
。

　
国
道
８
号
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は

ル
ー
ト
帯
３
案
が
示
さ
れ
、国
道
３
０
６

号
線
バ
イ
パ
ス
は
、２
０
２
４
年
の
国
民

体
育
大
会
開
催
に
向
け
て
、彦
根
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
貫
通

し
、彦
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で

結
ぶ
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。し
か
し
、イ

ン
フ
ラ
整
備
は
一
朝
一
夕
に
進
む
も
の

で
は
な
い
。現
状
の
イ
ン
フ
ラ
で
、ど
う

す
れ
ば
極
力
渋
滞
を
避
け
ら
れ
る
の
か
、

そ
し
て
彦
根
に
住
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
高

齢
者
が
ど
う
や
っ
て
市
内
、市
外
に
移
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
か
。健
康
で
安
全

で
安
心
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

い
う
ス
テ
ッ
プ
で
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

環
境
に
優
し
く
持
続
可
能
な
彦
根
の
ま

ち
づ
く
り
に
相
応
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か…

…

。文

化
財
を
守
り
な
が
ら
訪
れ
る
人
々
を
も

て
な
し
、市
民
に
と
っ
て
も
快
適
な
彦
根

の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
、「
交
通
渋
滞
緩
和
」

「
歩
行
者
優
先
」「
市
民
も
来
訪
者
も
快

適
」「
持
続
可
能
」、こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
、ど
の
よ
う
な
提
言
が
有
効
か
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彦
根
市
で
は
、２
０
２
４
年
を
目
標
に

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
動
き
が
活
発

化
し
、国
民
体
育
大
会
・全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
遺
産
都
市
と
し
て
、ま
た
、国
体

主
会
場
を
あ
ず
か
る
都
市
と
し
て
、い
か

に
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
地
ま
で
の
ク
ル
マ

の
流
れ
を
つ
く
る
か
で
は
な
く
、彦
根
を

訪
れ
る
人
々
を
目
的
ま
で
ス
ト
レ
ス
な

く
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
言
は
、ク
ル
マ
を

城
内
に
乗
り
入
れ
さ
せ
な
い「
城
下
町
防

衛
ラ
イ
ン
」の
実
現
で
も
あ
る
。

　

現
状
の
課
題

　
共
通（
観
光
・
生
活
）

● 

渋
滞
問
題
の
解
消
・
軽
減

● 

自
動
車
以
外
の
交
通
手
段
が
貧
弱（
公  

　

共
交
通
・
自
転
車
・
徒
歩
）

　
観
光

● 

外
客
受
け
入
れ
体
制（
彦
根
に
行
く
な

　

ら
電
車
で
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
作
り
）〈
東

　

海
中
京
・
京
阪
神
両
方
向
か
ら
の
対
策
〉

● 

世
界
遺
産
登
録
対
応（
来
客
が
数
倍
に

　

な
る
）

　
生
活

● 

中
心
市
街
地
に
多
い
お
年
寄
り
の
お
で

　

か
け
の
足（
健
康
な
う
ち
に
ク
ル
マ
に

　

頼
ら
な
い
生
活
を
で
き
る
よ
う
に
）

　

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。そ
の
た
め
に
、大
胆

な
方
策
が
必
要
と
な
る
。イ
メ
ー
ジ
は

「
ク
ル
マ
に
頼
ら
な
い
で
観
光
で
き
る
、

暮
ら
せ
る
」ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　

彦
根
城
に
三
重
の
堀
と
芹
川
・
松
原
内

湖
の
防
衛
ラ
イ
ン
が
あ
っ
た
よ
う
に
、マ
イ

カ
ー
で
の
来
訪
を
４
つ
の「
防
衛
ラ
イ
ン
」で

受
け
止
め
、彦
根
城
・
城
下
町
へ
ス
ム
ー
ズ

に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

● 

第
１
：
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
↓
近
隣

　

駐
車
場（
↓
Ｇ
Ｓ
Ｍ
↓
多
賀
大
社
駅
↓
近

　

江
鉄
道
・
バ
ス
↓
彦
根
駅
）

● 

第
２
：
高
宮
エ
リ
ア（
利
用
可
能
な
駐
車

　

場
活
用
）↓
近
江
鉄
道
・
バ
ス
↓
彦
根
駅

● 

第
３
：
彦
根
イ
ン
タ
ー
↓
Ｐ
＆
Ｒ
駐
車
場

　

↓
バ
ス（
途
中
渋
滞〈
Ｒ
３
０
６
Ｂ
Ｐ
開

　

通
で
緩
和
〉）↓
い
ろ
は
松
駐
車
場

● 

第
４
：
鉄
道
↓
彦
根
駅
↓
Ｇ
Ｓ
Ｍ
or 

タ

　

ク
シ
ー
の
活
用（
相
乗
り
な
ど
）

　
第
１・
第
４
の
防
衛
ラ
イ
ン
の
移
動
手

段
と
し
て
Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
活
用
す
る
。Ｇ
Ｓ
Ｍ

はG
reen Slow

 M
obility

（
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
）の
頭
文
字
で
、５
つ

の
特
徴
が
あ
る
。

① G
reen

…
…

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

　
少
な
い
電
気
自
動
車
。家
庭
用
コ
ン
セ

　
ン
ト
で
充
電
可
。Ｇ
Ｓ
撤
退
地
域
で
も

　
運
行
可
。

② Slow
･･･

時
速
20
㎞
未
満
な
の
で
観
光

　
に
ぴ
っ
た
り

③ Safety･･･

速
度
制
限
で
安
全
。高
齢
者

　
も
運
転
可

④ Sm
all･･･

小
型
な
の
で
狭
い
道
で
も

　
問
題
な
い

⑤ O
pen･･･

窓
が
な
い
開
放
さ
が
乗
っ

　
て
楽
し
い

　
Ｇ
Ｓ
Ｍ
は
観
光
客
向
け
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
し
て
、ガ
イ
ド
に
よ
る
観
光
案
内

や
プ
チ
定
期
観
光
バ
ス
、Ｐ
＆
Ｒ（Park 

&
 Ride

）、イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
、施
設
間

の
移
動
、「
地
域
の
顔
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
、観
光
戦
略
に
お
い
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別

に
臨
機
応
変
な
活
用
も
可
能
だ
。

　
ま
た
、バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
地
域
や
高
齢
化
が
進
む
地
域

に
、Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、市
民

の
足
と
し
て
、福
祉
増
進
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。国
土
交
通
省
は
低
炭
素
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
交
通
対
策
と
し

て
、Ｇ
Ｓ
Ｍ
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。

　
第
３
防
衛
ラ
イ
ン
の
移
動
手
段
と
し
て

Ｐ
＆
Ｒ
を
活
用
す
る
。Ｐ
＆
Ｒ
は
、彦
根
市

で
は
平
成
29
年（
２
０
１
７
）よ
り
彦
根
イ

ン
タ
ー
出
口
に
駐
車
場
を
設
け
、ク
ル
マ

で
来
た
観
光
客
の
車
両
を
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
残
し
、バ
ス
で
彦
根
城
ま
で
送
迎
す
る

実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、第
１・
第
２・
第
３
防
衛
ラ
イ

ン
に
は
広
大
な
ク
ル
マ
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
と
な
る
た
め
、多
賀
の
周
辺
、

企
業
駐
車
場
の
利
用
が
可
能
か
ど
う
か

な
ど
調
査
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、Ｇ
Ｓ

Ｍ
・
Ｐ
＆
Ｒ
の
運
営
の
担
い
手
を
ど
う
す

る
か
、駐
車
料
・
施
設
入
場
料
と
の
セ
ッ

ト
で
の
利
用
料
金
設
定
な
ど
、精
緻
な
計

画
が
必
要
と
な
る
。

　
城
下
町
は
、歴
史
、文
化
、商
業
、交
流

の
中
心
で
あ
る
。活
性
化
を
図
る
に
は
、

中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高
め
る
だ
け
で

な
く
、公
共
交
通
機
関
等
に
よ
る
来
街
者

の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、 

賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。第
４
の
防
衛
ラ
イ
ン
は
極
め
て

重
要
で
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
付
加
し
た
戦
略
と
戦
術
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

● 

彦
根
駅
か
ら
城
内
へ
の
移
動
の
充
実

　

駅
〜
地
上
の
動
線（
ま
ず
城
を
見
せ
る
・

　

必
要
な
方
向
に
下
ろ
す
）

　

  

移
動
手
段

　

▼
バ
ス
：
拡
幅
さ
れ
る
立
花
線
を
有
効

　

に
活
用

　

▼
タ
ク
シ
ー
相
乗
り（
割
り
勘
、事
前
確

　

定
運
賃
）or 

乗
合（
定
額
）

　

▼
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
運
行

　

▼
徒
歩
・
自
転
車
動
線
の
確
保

● 

城
内
移
動
大
作
戦

　

▼
堀
の
内
側
を
一
般
車
通
行
禁
止
化　

　
（
路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
可
、時
速
10
キ
ロ

　

制
限
）※

彦
根
東
高
校
・
裁
判
所
よ
り
西

　

は
可（
車
両
迂
回
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

必
要
）

　

▼
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
運
行
：
観
光
客
向
け
に
付

　

加
価
値
高
く（
城
内
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

　

憩
い
と
し
て
運
行
）

　

▼
い
ろ
は
松
駐
車
場
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

　
（
路
線
・
貸
切
・
シ
ャ
ト
ル
）

　

▼
陸
上
競
技
場
駐
車
場
、市
民
会
館
跡

　

地
利
用（
未
定
）で
ク
ル
マ
を
必
要
以
上

　

に
呼
び
込
ま
な
い
よ
う
に

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
想
定
し
た
多
言
語

ガ
イ
ド
や
Ｇ
Ｓ
Ｍ
の
利
用
状
況
を
把
握

で
き
る
ア
プ
リ（
運
行
ル
ー
ト
な
ど
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）の
開
発
な
ど
も

必
須
と
な
る
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
影

響
は
、社
会
活
動
や
経
済
活
動
の
縮
小
に

現
れ
、財
政
負
担
の
増
大
を
招
く
。そ
の

結
果
、生
活
・
社
会
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
、

都
市
機
能
や
生
活
に
格
差
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。社
会
活
動
や
経
済
活
動
の

縮
小
は
人
口
流
出
を
誘
発
し
、負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
へ
陥
り
、ま
す
ま
す
格
差
が
広

が
っ
て
い
く
。何
処
か
で
歯
止
め
を
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。彦
根
市
は
彦
根
城

の
世
界
遺
産
登
録
を
は
じ
め
、彦
根
市
近

隣
の
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
に
恵
ま
れ
、

オ
ー
ル
彦
根
で
取
り
組
む
観
光
産
業
の

活
性
化
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

● 「
高
齢
者
と
学
生
が
共
に
住
む
こ
と
が

　

で
き
る
」が
目
標

● 

郊
外
か
ら
来
て
も
ら
え
る
基
盤
と
し
て

　

の
交
通
手
段

● 

域
内
歩
行
支
援
交
通
：
彦
根
御
城
下
巡 

　

回
バ
ス
の
路
線
を
ベ
ー
ス
と
し
た
バ
ス
or

 　
Ｇ
Ｓ
Ｍ

● 

自
転
車
通
行
環
境

● 

路
線
バ
ス
の
立
花
線
へ
の
集
中
に
よ
る

　

利
便
性
向
上（
路
線
バ
ス
の
運
行
ル
ー

　

ト
・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な

　

ど
ソ
フ
ト
面
の
整
備
が
必
要
）

● 

健
康
な
う
ち
に
ク
ル
マ
に
頼
ら
な
い
生

　

活
を
で
き
る
よ
う
に

　
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、実
現
可
能

な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
言
は
本
年
８
月

頃
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
。現
在

の
社
会
は
ク
ル
マ
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
。

臨
機
応
変
に
移
動
手
段
を
取
捨
選
択
で

き
る
よ
う
、革
新
的
か
つ
抜
本
的
な
提
案

を
目
指
す
。「
彦
根
城
攻
防
戦
」は
決
し
て

観
光
に
特
化
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
で
は

な
い
。「
世
界
遺
産
都
市
を
移
動
す
る

人
々
」と
し
て
、観
光
客
・
生
活
者
を
捉
え

た
場
合
、旧
城
下
町
周
辺
の
日
常
交
通
の

シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
観
光
客
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
都
市
間
競

争
に
生
き
残
る
た
め
に
は
高
度
に
発
達

し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
須
と
な
る
。

人
々
が
安
全
に
自
由
に
移
動
す
る
こ
と

で
、社
会
活
動
や
経
済
活
動
が
拡
大
し
、

人
口
流
入
を
誘
発
す
る
好
循
環
が
生
ま

れ
る
。か
つ
て
、対
秀
吉
、防
衛
ラ
イ
ン
に

築
か
れ
た
城
下
町
は
交
通
の
要
衝
に
あ
っ

た
。近
代
、ク
ル
マ
で
の
移
動
を
前
提
と

し
て
、防
衛
ラ
イ
ン
を
越
え
て
都
市
は
拡

大
発
展
を
遂
げ
た
。最
前
線
に
い
た
の
は

商
人
た
ち
だ
っ
た
。「
彦
根
城
攻
防
戦
」の

前
線
拡
大
は
必
至
、ク
ル
マ
を
拒
み
交
通

シ
ス
テ
ム
を
担
う
持
続
可
能
な
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、Ｇ
Ｓ
Ｍ
・
Ｐ
＆

Ｒ
を
実
現
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

●
緑
の
文
字
は
加
藤
博
和
教
授
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト『
彦
根
城

　
下
の
陣
！ 「
ク
ル
マ
攻
め
」か
ら
国
宝
を
守
れ
！
』よ
り
。

新
た
な
城
下
町
防
衛
ラ
イ
ン

ク
ル
マ
に
頼
ら
ず
観
光
で
き
る
！

そ
の
名
も「
彦
根
城
攻
防
戦
」

ク
ル
マ
に
頼
ら
ず
生
活
で
き
る
！

旧
城
下
町
周
辺
の
日
常
交
通
　

▶グリーンスローモビリティ イメージ
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▶彦根城表御殿能舞台（写真:彦根城博物館提供）▶井伊神社能舞台（現彦根城博物館能舞台）／井伊家に伝来したガラス乾板・昭和６年６月１日の箱書き有（写真:彦根城博物館提供）
　
「Treasure H

unting O
H
M
I

」は
旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
彦
根
城
世
界
遺

産
登
録
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

其
の
十
三
は「
彦
根
城
表
御
殿
能
舞
台
」

で
あ
る
。従
来
の
研
究
に
つ
い
て
、彦
根

城
博
物
館
学
芸
史
料
課 

渡
辺
恒
一
課
長

か
ら
教
示
を
得
た
資
料
を
も
と
に
記
す
。

　
能
楽
の
歴
史
は
奈
良
時
代
に
遡
る
が
、

話
は
豊
臣
秀
吉
か
ら
始
め
る
。秀
吉
は
能

楽
の
非
常
な
愛
好
者
で
あ
っ
た
。自
ら
能

を
演
じ
、諸
大
名
に
も
演
ぜ
し
め
、自
分

を
シ
テ
と
し
た
能
を
新
作
さ
せ
た
り
し

て
い
る
。室
町
末
期
か
ら
戦
国
に
か
け
て

能
楽
は
将
軍
や
諸
大
名
に
愛
好
さ
れ
年

中
行
事
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る

芸
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
徳
川
家
康
は
秀
吉
に
も
劣
ら
ぬ
能
の

愛
好
者
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
、秀
忠
、家

光
、綱
吉
…
…
歴
代
の
将
軍
は
皆
熱
心
な

Treasure Hunting
OHMI

其
の
十
三 

彦
根
城
表
御
殿
能
舞
台

愛
好
者
だ
っ
た
。幕
府
の
式
楽
と
い
う
地

位
や
、一
流
の
能
役
者
が
幕
府
の
お
抱
え

で
あ
る
特
権
は
明
治
維
新
ま
で
失
わ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。式
楽
と
は
、儀
式

用
に
用
い
ら
れ
る
芸
能
で
あ
る
。幕
府
の

能
楽
に
対
す
る
保
護
政
策
は
彦
根
藩
で

も
能
楽
奨
励
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
貞
享
3
年（
1
6
8
6
）、4
代
井
伊
直

興
は
、能
好
き
の
将
軍
綱
吉
に
従
う
姿
勢

を
示
す
た
め
に
55
人
も
の
能
役
者
を
一

斉
に
召
し
抱
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。し

か
し
、直
興
が
隠
居
す
る
と
、能
役
者
の

大
半
が
解
雇
さ
れ
、彦
根
藩
の
能
は
一
旦

衰
え
る
。
再
び
、藩
内
で
能
が
盛
ん
と

な
っ
た
の
は
、10
代
直
幸
、11
代
直
中
の

時
代
だ
っ
た
。こ
の
２
人
の
藩
主
は
喜
多

流
宗
家
と
親
し
く
交
際
し
、そ
の
た
め
彦

根
藩
で
は
喜
多
流
が
深
く
浸
透
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
直
中
は
、寛
政
11
年（
1
7
9
9
）、喜

多
流
10
世
盈
親（
み
つ
ち
か
）の
甥
、織
衛

（
お
り
え
）ら
多
く
の
能
役
者
を
召
し
抱

え
、そ
の
後
、能
役
者
の
家
は
多
い
時
で

22
家
を
数
え
た
。表
御
殿
や
槻
御
殿
に
能

舞
台
が
建
て
ら
れ
、こ
れ
に
よ
り
役
者
と

舞
台
が
揃
い
、彦
根
藩
の
能
は
最
盛
期
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

12
代
直
売
も
金
剛
流
宗
家
22
世
右
近

氏
成
の
弟
、一
二
郎
や
茂
山
千
五
郎
ら
８

人
を
新
た
に
召
し
抱
え
、13
代
直
弼
は
、

能「
筑
摩
江
」や
狂
言「
鬼
ヵ
宿
」な
ど
を

作
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
演
能
は
、お
抱
え
能
役
者
を
中
心
に
お

こ
な
わ
れ
た
が
、藩
士
や
町
人
役
者
な
ど

多
く
の
素
人
役
者
も
動
員
さ
れ
、藩
主
や

そ
の
子
弟
が
演
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
明
治
11
年（
１
８
７
８
）頃
、表
御
殿
は

旧
体
制
の
遺
物
と
し
て
解
体
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、建
物
の
多
く
が
公
売
に
供
さ

れ
る
な
か
、能
舞
台
の
み
井
伊
神
社
に
移

さ
れ
た
。井
伊
神
社
の
能
舞
台
を
使
っ
た

演
能
風
景
が
写
真
資
料
と
し
て
遺
っ
て

い
る（
上
）。昭
和
25
年（
１
９
５
０
）、腐

朽
荒
廃
が
甚
だ
し
く
、彦
根
市
に
よ
っ
て

沙
々
那
美
神
社
境
内
に
補
修
移
築
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。沙
々
那
美
神
社
は
現

在
、彦
根
市
民
会
館
が
建
っ
て
い
る
所
に

あ
っ
た
。『
新
修
彦
根
市
史 

第
十
巻 

景
観

編
』89
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
昭
和
38
年（
１
９
６
３
）、護
國
神

社
に
移
築
さ
れ
た
。こ
れ
は
解
体
移
築
で

は
な
く
、引
き
家
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
60
年（
１
９
８
５
）、彦
根
城

博
物
館
の
建
設
に
際
し
、再
び
も
と
の
位

置
へ
移
築
復
元
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
表
御
殿
だ
っ
た
場
所
は
、大
正
13
年

（
1
9
2
4
）、皇
太
子
御
成
婚
記
念
に

「
御
殿
跡
公
衆
運
動
場
」と
し
て
竣
工
し
、

以
来
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て

き
た
。

　
能
舞
台
の
移
築
に
伴
い
解
体
調
査
が

実
施
さ
れ
、長
い
風
雪
に
よ
っ
て
建
物
の

各
所
に
傷
み
が
認
め
ら
れ
た
が
、主
要
部

材
の
ほ
と
ん
ど
は
当
初
材
の
ま
ま
で

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
護
國
神
社
の
能
舞
台
の
床
下
は
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、そ
の
上
に
甕（
か
め
）

を
置
い
て
い
た
。舞
台
下
に
４
個
、後
座

に
２
個
、橋
掛
り
に
４
個
の
合
計
10
個
を

数
え
る
。こ
の
甕
が
い
つ
頃
製
作
さ
れ
、

能
舞
台
下
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か

判
っ
て
い
な
い
。も
し
、江
戸
時
代
ま
で

遡
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、表
御
殿
の
能
舞
台

床
下
に
し
つ
ら
え
て
あ
っ
た
漆
喰
桝

（
し
っ
く
い
ま
す
）内
に
併
置
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
解
体
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
、構
造
形
式

等
基
本
的
な
諸
点
に
つ
い
て
は
、江
戸
城

本
丸
の
表
舞
台
と
合
致
し
て
お
り
、幕
府

の
規
格
に
沿
っ
た
能
舞
台
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
能
楽
が
江
戸
幕
府
の
式
楽
と
な
り
、芸

能
統
制
を
経
る
中
で
能
舞
台
も
格
式
化

さ
れ
、江
戸
城
本
丸
の
表
舞
台
を
頂
点
と

し
て
能
舞
台
の
様
式
が
定
め
ら
れ
た
。

　
表
御
殿
の
能
舞
台
は
、江
戸
城
本
丸
の

そ
れ
に
良
く
似
て
い

る
。建
物
の
基
本
的
な

構
造
形
式
は
、ほ
と
ん

ど
同
じ
と
い
っ
て
も
よ

い
。し
か
し
、彦
根
城
表

御
殿
の
方
が
柱
の
面
取

り
が
几
帳
面
で
は
な
く

単
な
る
大
面
取
り
で
あ

る
こ
と
や
、飾
り
金
具

を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て

い
な
い
点
な
ど
、細
部

で
若
干
の
相
違
が
あ

る
。表
御
殿
の
能
舞
台

は
、基
本
的
な
構
造
を
江
戸
城
本
丸
の
表

舞
台
に
準
じ
な
が
ら
も
、や
や
格
を
下
げ

て
造
ら
れ
て
い
る
の
だ
。そ
う
す
る
こ
と

が
、幕
府
が
定
め
た
能
舞
台
の
規
範
に
添

う
こ
と
の
実
体
で
あ
り
、幕
府
は
そ
れ
を

要
求
し
、藩
も
又
そ
れ
に
従
う
こ
と
で
恭

順
の
意
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
表
御
殿
の
能
舞
台
は
、表
御
殿
の
建
物

の
中
で
唯
一
現
存
す
る
建
物
で
あ
る
。現

在
は
彦
根
城
博
物
館
棟
の
ほ
ぼ
中
央
、か

つ
て
存
在
し
た
寸
分
た
が
わ
ぬ
そ
の
位

置
に
往
時
の
姿
を
留
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
、江
戸
城
本
丸
の
表
舞
台
は
も

は
や
存
在
し
て
い
な
い
…
…
。

彦
根
城
博
物
館 

彦
根
市
金
亀
町
１
番
１
号  

ｔ
ｅ
ｌ
・
０
７
４
９-

２
２-

６
１
０
０▶江戸城本丸表舞台（彦根城博物館 研究紀要 第1号／ 1988より）

参
考

彦
根
城
博
物
館 

研
究
紀
要 

第
１
号（
１
９
８
８
）

彦
根
市
史 

下
冊（
１
９
６
４
）

新
修 

彦
根
市
史 

第
十
巻 

景
観
編（
２
０
１
１
）　

井
伊
家
と
能

能
舞
台
の
数
奇
な
運
命

江
戸
城
本
丸
表
舞
台
と

彦
根
城
表
御
殿
能
舞
台
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彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

１
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

新
年
例
会

１
月
21
日　
キ
ャ
ッ
ス
ル
リ
ゾ
ー

ト
＆
ス
パ
に
て
開
催

働
き
方
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
８
秋

１
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
新
年
会

１
月
23
日　
伽
羅
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

企
画
委
員
会

１
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
の
も
う
一
人
の
英
雄

石
田
三
成
セ
ミ
ナ
ー

１
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

文
化
セ
ミ
ナ
ー

世
界
遺
産
に
つ
い
て
学
ぶ

１
月
26
日
、２
月
２
日　
河
瀬
、西

地
区
公
民
館
に
て
開
催

当
所
創
立
80
周
年
実
行
委
員
会

提
言
部
会

１
月
28
日
、２
月
13
日　
当
所
に
て

開
催

会
費
賦
課
審
査
委
員
会

１
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

会
員
交
流
フ
ェ
ア

「
新
春
経
済
特
別
講
演
会
＆
会
員

交
流
懇
親
会
」

２
月
１
日　
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

開
催

正
副
会
頭
会
議
、部
会
長
会
議

２
月
５
日　
当
所
に
て
開
催

不
動
産
部
会　
新
年
例
会

２
月
５
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ゆ
か
た
ま
つ
り
部
会

２
月
７
日　
当
所
に
て
開
催

中
国
の
最
新
事
情
セ
ミ
ナ
ー

２
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

珠
算
・
暗
算
・
段
位
認
定
検
定

試
験

２
月
10
日　
当
所
に
て
開
催

販
路
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

東
京

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
出
展
・
現
地
ア
ド
バ
イ
ス

２
月
12
日
〜
15
日　
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
に
て
開
催

彫
琢
会　
工
場
見
学

２
月
12
日　
国
立
印
刷
局
彦
根
工

場
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
委

員
会

２
月
14
日　
当
所
に
て
開
催

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

第
９
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア
を
開
催

部会長会議を開催

　
不
動
産
部
会（
泉
藤
博
部
会
長
）は
、

２
月
５
日
に
伊
勢
幾
に
て
24
名
が

出
席
し
て
新
年
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
泉
部
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、「
亥

年
は
過
去
に
大
災
害
が
多
か
っ
た

た
め
、特
に
防
災
に
気
を
付
け
て
い

た
だ
き
た
い
。平
成
時
代
の
日
本
経

済
は
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
20
年
間
下

降
線
を
た
ど
り
、不
動
産
業
も
厳
し

い
状
況
に
陥
っ
た
。少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、個
人
の
税
負
担
は
進
み
、経

済
は
落
ち
込
ん
で
い
る
。そ
の
よ
う

な
時
代
に
お
い
て
も
、何
百
年
も
続

い
て
い
る
老
舗
企
業
に
は
共
通
点

が
あ
る
。す
な
わ
ち
、①
創
業
の
理

念
を
大
事
に
す
る
、②
情
熱
、③
謙
虚
、

④
誠
実
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
時
代

が
変
わ
っ
て
も
変
え
て
は
な
ら
な

い
も
の
を
遵
守
す
る
こ
と
は
企
業

の
維
持
発
展
の
基
本
で
あ
る
。」と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
例
会
を
開
催　
　
　
　

―

不
動
産
部
会―

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
30
周
年
記
念
事
業
成
果
発
表

　
　
　
　
　
　

―

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
１
月
度
新
年
例
会―

　
続
い
て
、木
村
副
会
頭
よ
り「
今

年
は
彦
根
商
工
会
議
所
の
改
革
及

び
会
費
の
見
直
し
も
含
め
て
色
々

と
変
わ
っ
て
い
く
時
代
。こ
の
よ
う

な
時
代
こ
そ
必
ず
チ
ャ
ン
ス
が
訪

れ
る
と
思
い
ま
す
。」と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ご
紹
介
の
後
、田
中
前

部
会
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
、三
須
副
部
会
長
の
挨
拶
で
閉

会
し
ま
し
た
。

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
南　

大
介
会
長
）は
、１
月
21
日
に
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
に

て
１
月
度
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
杉
本
例
会
幹
事
の
司
会
に
よ
り

開
会
し
、第
１
部
は
、南
会
長
よ
り

「
Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
30
周
年
記
念
事
業
成

果
発
表
」と
し
て
、異
業
種
交
流
の

強
み
を
生
か
し
、産
官
学
の
連
携
で

彦
根
の
た
め
に
！ 

を
副
題
に
Ｇ
Ａ

Ｔ
彦
根
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
日
本
酒

「
城
下
町
彦
根
」や「
人
力
車
位
置
情

報
表
示
シ
ス
テ
ム
」へ
の
取
り
組
み

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
今
回
の「
人
力
車
位
置
情
報

表
示
シ
ス
テ
ム
」の
実
証
実
験
を
担

当
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
酒
井 

道
滋
賀
県
立
大
学
教

授
、地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未
来
情
報
研

究
セ
ン
タ
ー
長
か
ら「
ひ
こ
ね
人
力

車
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
事
例
」を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
後
の
交
通
シ
ス

テ
ム
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
事

例
で
す
。

　
第
２
部
は
、会
場
を
移
し
、南
会
長

の
挨
拶
、大
久
保
彦
根
市
長
、中
川
商

工
会
議
所
副
会
頭
の
来
賓
挨
拶
の

後
、辻
市
産
業
部
長
の
発
声
に
よ
り
、

宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。新
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、年
初
の
挨
拶
も
か
ね

て
、一
同
に
ぎ
や
か
に
交
流
を
図
り
、

盛
況
な
中
、柴
田
担
当
幹
事
の
中
締

め
に
よ
り
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

中国の最新事情
セミナーを開催

　去る２月８日当所にて、当所・滋賀
大学データサイエンス学部・ジェトロ
滋賀貿易情報センター共催による「中
国の最新事情セミナー」を開催し、当
所会員事業所、大学生等32名の参加
がありました。
　講師にジェトロ海外調査部中国北ア
ジア課長天野真也氏をお迎えし、第１
部中国事情について、第２部深圳事情
についてお話いただきました。
　セミナー終了後は、当所主催の中国
深圳バレーミッション参加者を対象に
説明会を開催、当所小出会頭から訪問
の趣旨、今後の展開等についてお話が
ありました。

　去る２月５日当所にて、部会長等１１名、小出会
頭、夏原・木村・中川・上田副会頭、志賀谷専務理
事らが出席して、部会長会議が数年振りに開催さ
れました。
　会頭から挨拶の後、部会の再編、議員選出、会費
改正、事務局の改革、委員会・研究会の設置につい
て、熱心に意見交換が行われました。

▶泉部会長の挨拶

▶講師の山田誠二氏

▶小出会頭の挨拶

▶木村副会頭の閉会挨拶

▶一圓代表幹事の挨拶

▶夏原副会頭による乾杯

ご
報
告
と
お
詫
び

　

去
る
２
月
４
日（
月
）９
時
ご
ろ
に
当
所
駐
車
場
に
お
き
ま
し
て
車
両

火
災
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
、会
館
ご
利
用
の
皆
様
に
は
多
大

な
ご
心
配
・
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
消
防
へ
の
ご
連
絡
や
消
火
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
危
機
管
理
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
月
１
日
、彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
第
９
回
会
員
交
流
フ
ェ

ア「M
EET The M

em
bers

」を
、

当
所
会
員
ら
総
勢
２
７
５
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
新
春
特
別
講
演
会
で
は
、

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
一
圓

議
員
ク
ラ
ブ
代
表
幹
事
の
挨
拶
の

あ
と
、Ａ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者
で
国

立
情
報
学
研
究
所
教
授
・
総
合
研
究

大
学
院
大
学
教
授
・
東
京
工
業
大
学

特
定
教
授
の
山
田
誠
二
氏
か
ら「
Ａ

Ｉ
で
人
間
の
仕
事
は
奪
わ
れ
な
い

|
人
工
知
能
と
人
が
共
存
す
る
地

域
の
未
来
|
」と
題
し
、Ａ
Ｉ
と
は

そ
も
そ
も
ど
う
い
う
も
の
で
、現
在

ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、将
来
的
に

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
わ
か
り
や

す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
工
知
能
が
発
達
し
、人
間
の
知

性
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
間

の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ（
技
術
的
特
異

点
）の
脅
威
論
が
メ
デ
ィ
ア
を
中
心

に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、山
田
氏
の

講
演
で
は
、デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

技
術
に
よ
り
Ａ
Ｉ
は
飛
躍
的
な
進

化
を
遂
げ
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
人

間
の
総
合
的
な
知
性
に
は
及
ば
ず
、

研
究
者
と
し
て
も
到
達
し
た
い
が

で
き
な
い
段
階
で
あ
り
、近
年
で
は

そ
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
部
分
的
に
応
用

す
る
こ
と
で
人
間
と
共
存
し
て
い

く
こ
と
の
方
が
実
用
的
で
あ
る
と

い
う
内
容
の
最
前
線
の
情
報
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
２
部

の
会
員
交
流
懇
親
会
で
は
、市
内
外

か
ら
多
く
の
ご
来
賓
も
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
毎
年
大
好
評
の「
ひ
こ
ね
グ
ル
メ

メ
ッ
セ
」で
は
、近
江
牛
ス
テ
ー
キ

や
握
り
寿
司
、天
麩
羅
、今
回
初
登
場

と
な
る
四
川
料
理
、ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
、バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
よ
る
ハ
イ

ボ
ー
ル
な
ど
近
江
の
食
材
を
使
っ

た
各
ブ
ー
ス
に
長
い
列
が
で
き
ま

し
た
。

　
続
く
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、

各
社
の
事
業
内
容
な
ど
、大
い
に
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
の
交
流
会
は
あ
っ
と

い
う
間
に
終
宴
と
な
り
、木
村
副
会

頭
か
ら
の
挨
拶
で
結
び
と
な
り
ま

し
た
。

去る２月28日ご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃  報

北 村 昌 造 氏 （85歳）

前会頭
（株）永昌堂印刷  代表取締役会長

平成13年11月～平成25年10月 当所会頭/平成２年11月～平成13
年10月 当所副会頭/昭和56年7月～平成２年11月 当所常議員/
昭和53年10月～昭和56年7月 当所議員
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＊受験料は全て2019年９月までの料金（8％税込）です。

＊免除科目がある場合は、申込時に、証明書類を持参・提示してください。
＊受験料を添えてお申し込みください。

お問合せ・お申込み先  彦根商工会議所　彦根市中央町 3-8
TEL.22-4551●FAX.26-2730●mail soumu@hikone-cci.or.jp
HP http://www.hikone-cci.or.jp/

回

152

153

154

試験日

  6/ 9（日）

11/17（日）

2020. 2/23（日）

試験日

  6/23（日）

10/27（日）

2020. 2/9（日）

 4/ 8（月）～ 5/17（金）

10/ 1（火）～10/25（金）

12/16（月）～2020.1/24（金）

申込受付期間

 4/15（月）～ 5/23（木）

 8/19（月）～ 9/26（木）

12/ 2（月）～2020.1/9（木）

申込受付期間

 4/15（月）～ 5/23（木）

 8/19（月）～ 9/26（木）

12/ 2（月）～2020.1/9（木）

申込受付期間

 5/13（月）～ 6/21（金）

12/16（月）～2020.1/24（金）

申込受付期間

級

１級～３級

２級・３級

初級

原価計算初級

日商簿記

試験日

  6/23（日）

10/27（日）

2020. 2/9（日）

回

126

127

128

■企業が求める資格、第１位！

ネット試験方式。
施行日、回数は各ネット試験会場が決定します。

受付時間 8：30～17：15（土日・祝日、年末年始・ＧＷ・お盆等での休館時は受付不可）

回

216

217

218

級

１級
〜
10級

そろばん（珠算）・暗算
■記憶力や集中力がアップ！学力向上の効果も

段位認定
■珠算や暗算のさらなるステップアップを

回

84

85

試験日

  7/13（土）

2020. 2/19（水）

級

２級・３級

リテールマーケティング（販売士）
■マーケティング力強化で流通・小売をリードする！

＊簿記のみ、当所ホームページからネット申込できます（申込期間内に限る）。

NAVI検定試験

◇受験料（税込）  １級 7,710円・２級4,630円・３級 2,800円
 初級 ２，１６０円・原価計算初級 ２，１６０円

◇受験料（税込）
そろばん（珠算） １級 2,300円・２級 1,700円・３級 1,500円
４級～６級 1,000円・7～10級 900円、暗算 1～10級 900円

◇受験料（税込） 珠算・暗算両方 2,900円
 珠算のみ 2,500円、 暗算のみ 1，20０円◇受験料（税込） ２級5,660円・３級 4,120円

＊消費税引き上げに伴い、2019年10月からは表記受験料を改定します。

今春入社される新社会人を地域ぐるみで歓迎・激励するイベントを開催します。
慣れない仕事に緊張の日々を送っておられる新入社員の皆さんに、ひとときのリラックス・気分
転換をしていただきながら、社会人生活を支える心の糧となる企画です。
この機会に是非ともご参加をお待ちしております。

兵庫県神戸市出身。兵庫県下に１万人以上が通う大手学習塾に入社後、生徒支
持率99％の実績を残し、当時最年少で最大の教室の校長に就任。以後３年間
で、生徒数1000名を超える教室に成長させるほか全体の研修担当や、入試特番
テレビのコメンテーターも勤める。その後、創志学園高等学校（岡山県）へ赴任
し、３つの強化部のチームマネジメントを担当。硬式野球部は史上最速の創設
１年、全員１年生での甲子園出場を果たしており、2015年には３つの部活すべ
てが中国大会で優勝。その後硬式野球部では３季連甲子園出場、ソフトボール
部は全国制覇、柔道部でも日本一の選手を輩出した。教員としても数学を担当
し、他クラスと平均点が20点以上開くなど、生徒の学力向上に貢献した。2016
年に独立し、現在はメンタルプロデューサーとして学校やスポーツチームなど
の教育団体へ、講演やセミナー活動を行っているほか、安全大会・企業研修など
日本全国から依頼が殺到している。

講師 川谷潤太氏
　　 メンタルプロデューサー
プロフィール

会場  マリア―ジュ彦根  彦根市駅東町 19-3
4月15日Mon.

お申込み・お問合せ   彦根地区雇用対策協議会（彦根商工会議所内）  TEL.0749-22-4551
主催：彦根地区雇用対策協議会／共催：彦根公共職業安定所・彦根市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町・彦根商工会議所

参加費
無料

彦根地区新入社員

ふれあいフェスティバル

■参 加 費　無料 ＊事前申し込みが必要です。

■参加対象   今春に学業を修了され、彦根地域の事業所に
　　　　　　就職された新社会人の方

激 励 式 典　 13：30～14：30　
激励講演会　 14：40～16：10
テーマ 「潜在脳力を高め  未来を創る」
　    ～これからの時代に必要な３つの力～
　    講師  川谷潤太氏  メンタルプロデューサー

2019年2月12日（火）～15日（金） 東京ビッグサイト全館
伴走型支援事業・東京インターナショナルギフト・ショーに出展
　当所では、平成30年度伴走型小規模事業者支援推進事業
を活用し、「販路開拓プロジェクト２０１８」と銘打って、シャベ
リーズ代表丸山久美子氏の指導により、昨年７月の展示会活
用セミナー、９月開催の東京インターナショナルギフト・
ショー秋の現地見学指導、個別コンサルティングを経て、平成
３１年２月１２日（火）～１５日（金）にかけて、東京ビッグサイト
へ４事業所の出展を支援しました。
　出展者は、有限会社田中印刷所（田中由一社長）、株式会社
バイオアパタイト（中村弘一社長）、ナナプラス（伊藤孝代表）、
エコグッズ．ビズ（中田亘代表）の４事業所です。
　有限会社田中印刷所は、「お客さまの「足を止める」はお任
せください。」をキャッチフレーズに人型サイネージ「バーチャ
ルマネキン」にＡＩを搭載した新商品などを展示。

　株式会社バイオアパタイトは、「ＬＡＮＢＲＡＩＮ誕生。上質
に、心地よく、美しく。」をテーマに卵の殻から作る新しい素
材、バイオアパタイトを配合した美肌石鹸、歯磨き粉を開発。
　ナナプラスは、「こころ豊かな暮らし～新しい祈りのかたち
～自由壇Ｆree Ｄan」を掲げ、従来の仏壇と違う新たな祈り
の形を彦根仏壇の若手グループで発表。
　エコグッズ．ビズは、「間伐材×カラープリントで、あなただ
けのエコギフトを」テーマに滋賀県産の間伐材や名刺ケース
に特殊プリンターでデザインし、世界に一つのエコグッズを
提案。
　出展者は、丸山氏の指導を受けた通り、お客様へのアプ
ローチの仕方、声掛けの練習を経て、各々がBtoBの商談を実
現され、一定の成果を上げることができました。

中小企業相談所からのお知らせ
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彦根商工会議所会員景気動向調査をWebで行います。
3分程度で回答できますので、3月25日までにご協力のほど
お願いします。スマホでできます。
https://jp.surveymonkey.com/r/ZNDGCHN

　中小企業・小規模事業者等が、認定支援機関と連携して、生産性向上に資する革新的サービス開発・試作品開発・生
産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援するものです。概要は、以下のとおりです。

平成30年度補正予算「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業補助金」

応募申請書類受付先・お問合せ先：滋賀県地域事務局滋賀県中小企業団体中央会
住所 大津市打出浜3番7号 滋賀県産業振興協同ビル3F　TEL.077-510-0890

１. 事業概要
本事業は、中小企業・小規模事業者等が取り組む、生産性向上
に資する革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの
改善に必要な設備投資等を支援するものです。
２. 公募期間
締切日：2019年５月８日（水）〔消印有効〕
※応募申請は、滋賀県地域事務局（滋賀県中小企業団体中央会内）
へ申請書類をご送付いただくか、中小企業庁が開設した支援
ポータルサイト「ミラサポ」による電子申請（４月中旬開始予定）
にてお願いいたします。
３. 公募要領等
公募要領や応募申請様式は、滋賀県地域事務局（滋賀県中小企業
団体中央会内）が発行したものをご使用ください。
（当所HPリンクあり http://www.hikone-cci.or.jp/）
また、応募申請書の作成にあたっては、公募要領の注意事項を十
分にご確認ください。共同申請者は幹事企業が補助事業を実施す
る場所に所在する地域事務局が発行したものをご使用ください。

４. 概要
一般型：中小企業・小規模事業者等が行う革新的なサービス
開発・試作品開発・生産プロセスの改善に必要な設備投資等を
支援。
（補助額：100～1,000万円、補助率１／２以内）
小規模型：小規模な額で中小企業・小規模事業者等が行う革
新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を支援。
（補助額：100～500万円、補助率１／２以内）
※補助率が２／３以内になる場合
事業者が「先端設備等導入計画」の認定を受けた場合は、小規模
事業者、中小企業経営強化法に基づく経営革新計画を新たに承
認された者、その他生産性の向上など一定の要件が必要です。

同補助金公募説明会（定員 各日 100名）
●３月19日（火）14：00～／会場  ホテルサンルート彦根
　　　　　　　　　　　　　　　彦根市旭町9-14
●４月２日（火）14：00～／会場  コラボしが21
　　　　　　　　　　　　　　　大津市打出浜２－１

業種によって、資本金・従業員数の要件があります。使える事業は、まだ示されていませんが、今後、
当所Web、Facebookや補助金説明会等で詳細をお知らせします。

　本年10月１日の消費税率引き上げに伴う需要平準化対策と
して、税率引き上げ後の9ヵ月間、中小企業・小規模事業者（中
小小売店等）に対しては決済手数料やキャッシュレス決済手段
（決済端末等）導入コストの補助、キャッシュレスで支払った
消費者に対しては最大５％のポイント還元や割引を補助する
「キャッシュレス・消費者還元事業」を実施される予定です。
　本事業は、消費税率引き上げ後の中小小売店等における需要

平成30年度第２次補正予算
小規模事業者持続化補助金の公募が始まります。

●公募時期　　 本年３月中旬～５月下旬
●採択発表　　 本年７月頃予定
●補助事業期間 本年12月31日（火）まで
●補助上限額等 50万円、補助率2/3以内
　　　　　　　 共同申請の場合［1事業者あたりの補助上限額］×［連携
　　　　　　　 小規模事業者数］  ※上限500万円

●採択審査時の政策加点
(1) クラウドファンディング加点 ≪新規・検討中≫
(2) 後継者加点・事業承継計画加点 ≪検討中≫
(3) 経営力向上計画加点
(4) 過疎地域加点
(5) 複数回採択減点

中小企業相談所からのお知らせ ご相談は彦根商工会議所まで  TEL.0749-22-4551

景気動向調査ご協力のお願い

前回までの活用例　ホームページの制作、看板の製作、広告宣伝、新商品・サービスの開発、展示会への出展、設備の導入など

キャッシュレス・消費者還元事業の仕組み

経済産業省「平成31年度『キャッシュレス・消費者還元事業』に係る補助事業者募集要領」よりキャッシュレス推進協議会が作成

申請

補助

手数料
～

補助
• 端末導入費用 全額
• 消費者還元分の補填

個別店舗： ％
フランチャイズ
加盟店： ％

代金支払

還元
※ポイント付与、キャッシュバック等
• 個別店舗： ％
• フランチャイズ加盟店： ％

還元
※ポイント付与、割引等
• 個別店舗： ％
• フランチャイズ加盟店： ％

●日時 ４月22日（月）13：30～  ●場所 彦根商工会議所会議室  ●内容 ４月号の折込をご覧ください。
今後も最新情報を本欄で取り上げてまいりますご注目ください。

喚起策を支援すると同時に、中小小売店等と消費者の双方にメ
リットのあるキャッシュレス決済の普及・活用を目指すもので
あります。
　具体的には、中小小売店等においてキャッシュレスで決済し
た消費者にポイントを付与したり割引したりするための経費の
一部を国がキャッシュレス決済事業者に補助するもので、現在
公表されている情報では、下図の支援が予定されています。

キャッシュレス
説明会

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者

経
済
産
業
省

中
小
小
売
店
等

消
費
者

「中小企業者・小規模事業者に対する予算並びに
政策と補助金活用」
※当日、多少変更する場合があります。
無料
80名（定員になり次第締切）

説明概要

参加費用
定　　員

日　  時
場　  所

講　  師

３月18日（月）11：00～ 12：15
ホテルサンルート彦根 金亀の間
彦根市旭町9-14
西垣淳子氏
中小企業庁経営支援部小規模企業振興課長

主催・問合　当所中小企業相談所 TEL.22-4551

　各省庁関連の補助金・助成金の公募が始まります。
　本説明会では、2018年度（平成30年度）補正予算・2019
年度（平成31年度）予算策定に伴う「各種補助金の概要」など
について、最新情報として判りやすく解説いたします。
　中小企業者とりわけ小規模事業者の皆様にとって有益な情
報ばかりですので、是非ともこの機会に大勢のご参加をお待
ちしております。

経済産業省・中小企業庁関連 補助金活用説明会

日　  時

場　  所
持 参 品
内　  容

３月19日（火） ＊午前、午後とも内容は同じです
午前の部 10：00～12：00／午後の部 14：00～16：00
彦根商工会議所４階　会議室
筆記用具
• 消費税軽減税率制度の概要について　
• 事業者支援措置（補助金）について

問合  当所中小企業相談所 TEL.22-4551
主催  当所中小企業相談所・彦根税務署・（公社）彦根納税協会

　2019年10月１日から、消費税及び地方消費税の税率が
８％から10％に引き上げられると同時に、消費税の軽減税率
制度が実施されます。これに伴い、事業者の皆様には、
1.取扱商品が軽減税率８％か、標準税率10％かを判断
2.軽減税率の対象品目が売上げや仕入れ（経費）にある場合
　は、税率ごとの区分経理への対応
3.複数税率対応レジの導入や、受発注システムの改修等 （補
　助金制度もあります）
など、軽減税率制度の実施までに準備を行っていただく必要
があります。
　このため、軽減税率制度や事業者支援措置についての理解
を深めていただくために、消費税軽減税率制度説明会を開催
しますので 是非ご参加ください。

消費税軽減税率制度説明会

キャッシュレス・消費税還元事業

速報
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青年部通信 YEG March.20l9

石
田
三
成
セ
ミ
ナ
ー「
彦
根
の
も
う
一
人
の
英
雄

　
　
　
〜
君
は
石
田
三
成
を
知
っ
て
い
る
か
？
〜
」を
開
催

臨
時
総
会
・
新
年
会
を
開
催

　
去
る
１
月
16
日
、青
年
部
臨
時
総
会

が
当
所
に
て
、会
員
75
名（
委
任
状
含

む
）出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
川
幸
平
君
が
司
会
を
務
め
、林
会

長
の
挨
拶
の
後
、橋
本
泰
幸
君
が
議
長

に
就
任
し
、議
案
の
審
議
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
最
初
の
議
案
と
し
て
、鈴
木
次
年
度

会
長
か
ら
新
役
員
が
発
表
さ
れ
、異
議

な
く
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。続
い

て
、次
々
年
度
会
長
に
立
候
補
さ
れ
た

片
岡
君
が
挨
拶
さ
れ
、青
年
部
に
対
す

る
熱
い
想
い
と
意
気
込
み
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。審
議
の
結
果
、満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
、閉
会
宣
言
に
て
閉
会
し

ま
し
た
。

　
場
所
を
水
幸
亭
に
移
し
、来
賓
に
木

村
副
会
頭
、上
田
副
会
頭
、中
小
企
業

相
談
所
の
安
達
所
長
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、ま
た
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
去
る
１
月
26
日
に
、彦
根
商
工
会
議

所
創
立
80
周
年
を
記
念
し
て「
石
田
三

成
セ
ミ
ナ
ー
」を
当
所
４
階
大
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、田
附
清
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、当
青
年
部
員
が
石
田
三
成

に
扮
し
た
対
話
形
式
で
の
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。講
演
会
に
続
い
て
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、本
物
の
日
本
刀
を

用
い
た
居
合
斬
り
の
実
演
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
も
大
人
も
見
入
っ
て
し
ま
う
迫

力
で
し
た
。

　
ま
た
第
二
部
で
は
、冒
頭
の
講
演
内

容
に
な
ぞ
ら
え
た
甲
冑
劇
が
行
わ
れ
、

石
田
三
成
の
生
涯
を
学
ぶ
場
で
あ
る
と

と
も
に
、迫
力
あ
る
演
技
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
経
営
者
に
は
歴
史
好
き
が
多
い
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。企
業
が
対
峙

す
る
経
営
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

ス
ナ
ッ
ク
凛  

岩
田 

亜
弥
加

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
し
ま

し
た
ス
ナ
ッ
ク
凛
の
岩
田
亜
弥
加

と
申
し
ま
す
。

　
当
店
で
は
お
客
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、コ
ス
プ
レ
等

の
イ
ベ
ン
ト
や
お
客
様
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、お
客
様
だ
け
で
な
く
ス

タ
ッ
フ
自
身
も
笑
顔
で
接
客
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
た
お
店
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、青
年
部
活
動
を
通
じ
て

様
々
な
こ
と
を
学
び
、彦
根
の
素

晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
に
発
信
で

き
る
よ
う
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
総
勢

77
名
に
て
、新
年
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
林
君
の
司
会
進
行
に
よ
り
、林
会

長
か
ら
新
年
の
挨
拶
が
あ
り
、続
い

て
、鈴
木
次
年
度
会
長
よ
り
次
年
度
に

向
け
て
の
抱
負
と
新
役
員
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、来
賓
を
代
表

し
て
木
村
副
会
頭
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

い
た
後
、フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
菊

川
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
し

ま
し
た
。

　
今
回
も
20
|
10
|
０
運
動
が
導
入

さ
れ
最
初
の
20
分
と
最
後
の
10
分
は

食
事
を
楽
し
み
、食
べ
残
し
を
な
く
そ

う
と
い
う
取
り
組
み
は
非
常
に
良
い

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。青
年
部
メ
ン

バ
ー
も
Ｏ
Ｂ
の
方
と
交
流
し
親
睦
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

 　

 　
　

   

わ
か
く
さ
堂　
林　
孝
雄

め
の
ヒ
ン
ト
を
、歴
史
上
の
人
物
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。経
営
者
と
し

て
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
た
時
や
青
年

部
活
動
に
お
い
て
も
過
去
の
事
例
か
ら

学
べ
る
こ
と
は
多
く
存
在
す
る
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
の
事
業
で
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
彦
根
市
民
に
、石
田
三
成
と
い
う
テ

March.2019女性会通信   
　平成31年1月30日（水）料亭やす井にて女性会新年会が開催され、総勢
47名の参加を頂戴しました。
　親睦委員の皆さんで手作りされた美しい折鶴の飾りが受付に並び席くじ
となり、色とりどりのシクラメンで飾られた階段を通り会場へ、オープニン
グは詩吟朗詠錦城会彦根支部の皆様による詩吟・詩舞が披露され、お正月
らしい雰囲気で開会しました。
　今年は辻真理子さんに司会を担当いただき、小出会頭、藤田会長の挨
拶、新入会員・廻り年のおふたりの紹介と新キャッチコピーの記念品贈呈が
行われ、夏原副会頭の乾杯の発声の後、美味しいお食事とともに和やかに
懇談、平成30年度の女性会活動を写真のスライドショーで振り返りました。
　中盤、進行を北川涼子さんにバトンタッチ、「にがお絵福笑い」と題し来
賓をモデルにテーブル毎に似顔絵を描いてもらうゲームが開始。皆さん熱
心に上手に仕上げていただき、ステージで披露され、たくさんの拍手と笑
顔で会場は大盛り上がりとなりました。
　ラスト、彦根ばやしと江州音頭を総踊り大会女性会歴代のオリジナル衣
装を着用し、来賓と共に全員で輪になり踊り閉会、親睦委員会の皆さまの
女性らしい感性と丁寧な準備のもと、華やかに和やかに新しい年を祝った
日となりました。

親睦委員会担当 2019年女性会新年会を開催 あのね～ 女性会事業所紹介

株式会社 西澤工務店　　　　            西澤 加奈子
　創業百三年を迎えさせていただき、様々な時代の困難を
乗り越え、四代目に引き継げる礎を築いて下さったご先祖、
常に一緒に活躍して下さる大工さん、また国宝重文など匠
の技の保持・更なる継承の為、全国各地からその修理修復
の技術を学びに入社し、資格を取り、地味で難解なその仕
事を各地で挑戦し続けている社員。またお仕事を頂くお施
主様、屋根や壁・電気工事など必要な工事を請負っていただ
く数多くの外注様など、全てのご縁を頂く皆様に感謝の日々
です。
　天候にも大きく左右される厳しい職種ですが、どんな仕
事にもどなたもが誠心誠意尽くして下さり、いつも有難く
思っています。
　古来より一寸先の判らない私ども人間が、唯一の頼りとし
てきた神仏をお祭りし、長い年月を経ている神殿・仏殿の修
理修復また新築は大変なことなのですが、思わず手を合わ
さずにはいられない
建築を目指し、日々努
力中です。どうか子供
も大人も笑顔が絶え
ない日本の国になり
ますようにと只管願い
ながら。

■ 3月12日（火）県女連駅前一斉清掃（荒天順延）  ■ 3月29日（金）「押し絵の兜飾り」作成講座INFORMATION

参加者で記念撮影

青年部伝言板 ■３月度納会例会  3月20日（水）18時30分～  於：双葉荘  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

▶第一部 講演会の様子

2019年度 新役員 24名（敬称略）　
役　職     氏　名 　　　　事業所名
会 　 長
副 会 長

理 　 事

監 　 事

直前会長

鈴木 一郎 ㈱アド・寿
片岡 純一郎 ㈲双葉荘
小澤 邦剛 滋賀イエローハット㈱
柴田　 襄 ㈱シバタ不動産
松下 和雅 ワンフォオール㈱
磯部 明宏 アインズ㈱
上野　 治 ㈲上野塗工
上野 文吾 上野工業
大塚 亮平 ㈱パリヤ
尾本 和也 JOY Relaxing×Conditioning
門野 真将 ㈱ＫＡＤＯＮＯ
北川 博士 ㈱びわこクリエイト
杉原 拓郎 ㈱瓦スギハラ
瀧 　圭介 ㈲滋賀飲料
中脇 康子 salon
西田 真也 ㈲西田製作所
西村 健太郎 ㈱ナユタ
林　 直都 ㈲テクノウェーブ
疋田 翔悟 ㈱あいふぁーむHIKIDA
松井　 真 松井保険事務所
山本 大司 （宗）滋賀縣護國神社
小出 哲士 小出建設㈱
嶋津 幸一郎 ㈱銀波
林 　幸祐 大輝建設㈱

ジェトロ滋賀からのご案内

ジェトロ・メンバーズ 募集中
信頼できるサービスとタイムリーな情報で貴社の海外ビジネスをバックアップします！

https://www.jetro.go.jp/members/memberservice/

年会費　　　  1口 70,000円（税抜、入会金不要）
会期の更新　  1年間の会期満了3か月前に継続のお願いとともに次期分請求書を送付いたします。事前に

お申し出のない限り、継続とさせていただきます。

海外展開での御相談はジェトロ滋賀へ。お気軽にお問合せください。 0749-21-2450 SIG@jetro.go.jp

資料請求・ご入会はHPから！

◆海外ビジネスの最新情報をお届け！
●ジェトロ・ビジネス短信のメール配信
　世界主要国・地域の政治・経済に関する制度、統計、市場
　動向などを中心に速報記事で毎日お届けします。
●ジェトロ地域・分析レポートの新着記事を随時メール配信
●セミナー・講演会
●WEBセミナー配信  new!
●ジェトロ世界貿易投資報告（年刊） 
●ジェトロ貿易ハンドブック（年刊）

◆会員限定サービスご案内
●ジェトロ・メンバーズ交流会（年2回開催）　　 　   
●ジェトロ・メンバーズニュース（月2回メール配信）
●外国企業信用調査割引（会員特別料金でご提供）　  
●ビジネスアポイントメント取得サービス（会員特別料金）

◆多様なサービスを会員向け特別料金で！
●海外ミニ調査サービス4ユニットまで無料
●ジェトロの海外展開支援サービスの一部を10％割引
●貿易実務講座、各種少人数制ワークショップ（座学）は、50％割引

西明寺 総門

ひたすら

▶林会長の挨拶
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■主催・お問い合わせ先 :一般社団法人 近江ツーリズムボード　
■TEL/FAX: 0749-22-5580　■Mail : info@oh-mi.org　

■URL: http://oh-mi.org　新着情報はwebサイトをご覧ください。

【投票方法】
投票期間：2019年1月15日（火）～3月17日（日）

インスタグラムで近江ツーリズムボード
をフォローし美味しかった参加店舗の
料理写真にハッシュタグ
「♯井伊枡グランプリ2019」「♯店舗名」
をつけて投稿する。

店舗に置かれている専用の投票用紙に
必要事項を記入の上、投票する

①投票店舗名  ②ご感想  ③投票者の住所
④氏名  ⑤電話番号を記入の上、
event@oh-mi.orgまで
メールで投票する

【井伊枡とは】
一合枡と井伊家の「いい」、良いの「いい」、SNSの「いいね！」を掛けあわせた名称。

本年度より鮒ずしの「飯」ともかけています。

参加店舗の対象料理を召し上がり、
以下の３つの方法から投票をお願いいたします。

※画像はすべてイメージです。記載されている情報は都合により変更になる場合がございます。

※店舗により提供時間、定休日が異なりますので事前にご確認ください

井 伊 枡
グランプリ
2019

い い ます

1月15日火 3月24日日
2019年

【投票期間】
2019年1月15日（火）～3月17日（日）
滋賀県彦根市・米原市・甲良町 参加飲食店舗（12店舗）にて提供

【開催期間 】

枡に詰まった近江国滋賀の美食を堪能

近江ツーリズムボード

NE
W!

鮒ずしの
飯部門
いい

枡部門

インスタグラムから

投票用紙から

メールから

※アカウント非公開、指定のハッシュタグが

ついていない投稿は、投票対象外となります。

参加店舗・イベントの
詳細はこちらから

井伊枡グランプリとは
12の参加店舗の中から、近江の食材を使い
枡に入った料理と鮒ずしの飯を用いた料理
でグランプリを決定します。皆様の投票も
グランプリのランキングに反映され投票者
の中から抽選で素敵なプレゼントも当たり
ます。ぜひご参加ください！

いい

近江
「美食都市」
プロジェクト

会場内にフードカー出店

フードカーから
近江食材を使った料理のふるまい！

近江の食で心も体もあたたまろう！

3月21日（木・祝）～24日（日）【開催期間】

滋賀県内高校の吹奏楽部演奏会

18:00～18:40
3月21日（木・祝）～24日（日）【開催期間】

※雨天中止

井伊枡グランプリ表彰式
3月21日（木・祝） 17:30～18:00【開催日】

special event 1

special event 2

Food event

近江ツーリズムボード

【ふるまい（予定）】
・3月21日（木・祝）多賀にんじんのクラムチャウダー（Gelateria Azzurro）
・3月22日（金）多賀にんじんのホットカスタードパイ（スイーツショップトレフル）
　　　　　　  麹から作った濃厚甘酒（岡村本家）
・3月23日（土）近江牛の肉吸い（千成亭）
・3月24日（日）近江鶏のあたたか豆乳汁（一休庵）

各食

限定
先着100名様

】間時【 19：00～（予定）

©彦根市

近江
「美食都市」
プロジェクト

17：30～20：00まで
彦根城大手門梅林

【時 間】

【場 所】

3月21日木・祝 3月24日日
2019年 【開催期間】

400本の梅林をライトアップ

3/21（木・祝） 彦根東高校
3/22（金） 立命館守山高校
3/23（土） 彦根翔西館高校
3/24（日） 河瀬高校

※写真協力（ひこね梅あかり）門野真将氏

▶水面に浮かぶ幻想的な梅のオブジェ（屋形船の演出も予定）

▶あわただしい日常に、ほんの少し自分と向き合う時間を持ってみませんか？

祭神は、天宇受売命（あめのうずめのみこと）・猿田彦命です。本殿は
国の重要文化財に指定されています。天宇受売命は芸能の始祖神、俳
優の始祖と仰がれ、井伊家の保護のもと産土神として、あらゆる芸事
の上達を願う人々から篤く信仰されています。特別会場の千代神社
参集殿にて、芸事の神様に見守っていただきながら、心静かに写経は
いかがですか。

2018年度最後の彦根プレミアム書道塾は、毎年恒例となっている、千

代神社での般若心経の写経。そして終了後には社殿で皆様の芸事の

上達を祈念してご祈祷いただく。

般若心経はインドより経典を西遊記でおなじみの三蔵法師のモデルと

なった玄奘三蔵が中国へ持ち帰ったものを漢訳したのが最初である。

276文字からなる短い経典で、多くの方々に親しまれた経であると言

える。経営者のみならず、早朝から一般の方も寺社にて写経する姿を

全国至る所で見かける。

この玄奘三蔵は唐の時代に大量の経文を持ち帰ることで、時の太宗皇

帝がその功績を称え、書の大家である褚遂良に雁塔聖教序を揮毫さ

せたことは有名。雁塔聖教序に刻まれた褚遂良58歳の書風は楷書で

ありながらも天女が舞うような優雅さと雄大さを兼ね揃えたものであ

り、楷書の極と言われた欧陽詢の九成宮醴泉銘と並び称されるもので

ある。

西暦649年に持ち帰られたこの経が1,370年後の今日にも多くの人を

魅了してやまないのは、276文字に込められた、世の中を救いたいとい

う玄奘三蔵の念いが強く伝わってくるからに他ならない。

書き始めれば早い方は40分ほどで書き上げることができてしまう。こ

の般若心経と向き合う時間を、2018年度最後のプレミアム書道塾で、

彦根市では神社として最も古い千代神社にて過ごしていただきたいと

思う。

「般若心経」 寄稿 前田鎌利師

千代神社

申込み・問合せ 彦根商工会議所  TEL.22-4551

T U G U M I

3月16日（土） 千代神社 参集殿
「奉納写経」
心静かに写経をし、千代神社に奉納します。

前田鎌利師から、直接指導を受けることができます

profile&concept
書家／プレゼンテーションクリエイター／株式会社 固 代表取締役／
一般社団法人 継未 代表理事
５歳より書を始め、東京学芸大学 教育学部 書道教員養成課程を卒業。
卒業後は書団体には所属せず、独立書家として活動。大学卒業後、阪
神・淡路大震災を機に「つながる」ことの重要性を意識して携帯電
話販売会社へ就職。2000年に携帯電話が普及してきたのを見て通
信会社へ転職。
2010年にソフトバンクアカデミアに第一期生として所属し、初年
度首席の成績を修める。
2014年に独立起業し、書道塾 継未-TUGUMI-を設立。
書道塾の経営、作品制作、個展、Work Shop等を通じて日本の伝統
文化である「書」を未来を担う子ども達へ、そして世界へ継いで行く
事を志として刻み続ける。
また、ソフトバンクアカデミアの実績より、新たな念いの表現ツー
ルとしてプレゼンテーション講師も行う。

2018彦根プレミアム書道塾 
「ひこね継未塾」受講生募集中!!

第10回
テーマ

※千代神社には駐車場がありませんので、彦根商工会議所駐
　車場をご利用ください。（商工会議所から徒歩５分程度）

●2019彦根プレミアム書道塾「ひこね継未塾」開催予定
第1回：4月20日／第２回：6月22日／第３回：7月20日
第４回：10月19日／第５回：12月21日／第６回：2月22日

別途、継未塾会費   1ヵ月 1,500円
　　   ＊クレジットカードでの引き落とし

入会金 5,000円・受講料 1回2,000円
費 用

※  詳細は決まり次第ご案内させていただきます。
※  年度途中のご入会（参加）も歓迎します。
※  既にご入会いただいている方は、入会金は不要です。
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●

３ 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00 彦根城天守前
13：00～13：30 四番町スクエア広場／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

3月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

チケット
発売中！

受験資格
１ 平成元年４月２日～平成10年４月１日生まれの者
２ 平成10年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
 （1）大学を卒業した者及び2020年３月までに大学を卒業する見込みの者
 （2）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

申込受付期間
平成31年３月29日（金）～４月10日（水）
原則としてインターネット申込みとなります。
インターネット申込専用アドレス
【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】

試験日
第１次試験　平成31年（2019年）６月9日（日）
第２次試験　平成31年（2019年）７月11日（木）～ 19日（金）

合格者発表日
第１次試験合格者発表日　平成31年（2019年）７月2日（火） 9時
最終合格者発表日　　　　平成31年（2019年）８月20日（火） 9時

採用予定数
別途、人事院ホームページに掲載します。

問合わせ先
大阪国税局人事第二課試験係　TEL.06-6941-5331

国税職員募集のお知らせ 税だより
～平成31年度（2019年度）国税専門官採用試験～

平成30年分確定申告と納税の期限は
○申告所得税及び復興特別所得税
　平成31年３月15日（金）まで
○個人事業者の消費税及び地方消費税
　平成31年４月1日（月）まで
○贈与税
　平成31年３月15日（金）まで

申告書の作成は、国税庁ホームページの『確定申告
書等作成コーナー』が便利です!!
・画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税・消費税の申告書や、青
色決算書などが作成できます。
・作成したデータは印刷した『書面』により提出で
きるほか、『ｅ-Tax（国税電子申告・納税システム）』
を利用して提出することもできます。

彦根税務署からのお知らせ
彦根商工会議所内の申告相談会場の開設は、
平成31年３月15日（金）までです。
＊税務署庁舎内には申告作成会場を開設しておりません。

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.11％
平成31年2月14日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

■ お問い合わせ
　 彦根商工会議所 中小企業相談所 TEL.0749-22-4551

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。
【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.78％（母子家庭、父子家庭、世帯年収200万円（所得
122万円）以内の方、または子ども3人以上の世帯かつ世帯年収
500万円（所得346万円）以内の方は年1.38％）
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭、世帯年
収200万円（所得122万円）以内の方、または子ども3人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済とす
ることができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成31年2月14日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

ＣＰカード 春の感謝祭
▶申込受付期間  受付中～４／７（日）
▶各加盟店
日頃のご愛顧に感謝して、満点カードで
大変お得！受付期間中に希望商品を選
び応募できる（応募多数の場合は抽選）。
●満点カード２枚＋現金3,000円
　➡湯快リゾートギフト券
　　お一人様8,100円をペアで！
●満点カード２枚➡加盟店よりお薦め
　の商品（3,000円以上）
●満点カード１枚➡「商品券」1,000円分
彦根ＣＰカード㈱ TEL.22-7303

テーマ展
「武家の備え－井伊家
伝来の弓具－」
▶開催中～４／3（水）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
「弓馬の道」という語句があるように、
弓術と馬術は武士にとって欠かせない
武芸でした。彦根藩井伊家の伝来品に
は数多くの弓具があり、弓や矢はもちろ
ん、弓籠手や矢筒、中には狩猟時に被る
笠なども見られます。本展では、こうした
井伊家伝来の弓具を紹介します。質実
剛健な実用本位の弓具から、装飾が施
された儀礼のためのものなど、武家が
備えた様々な弓具にご注目ください。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ひこね市民大学講座 彦根学部 
『作家と楽しむ 歴史
の見方』
▶３／16（土）開場13：30 開講14：00
▶ひこね市文化プラザエコホール
▶入場無料（要入場整理券/全席自由）
　※未就学児は入場不可
　※託児サービスがあります（有料／要予約）

2018年３月に７作目の著書となる『三
成 最後の賭け』（新潮社）を出版した彦
根市在住の歴史時代小説作家・矢的

竜が、文献から物語をイメージしていく
歴史の見方をお話しします。
対談者：田附清子（石田三成研究家／
佐和山城研究会 代表）

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

ご城下にぎわい市
▶３／１６（土）～５／６（月・休）
　９：30～17：00
▶金亀児童公園内
　井伊大老像横特設テント
彦根城桜まつりから５月のゴールデン
ウィークの時期に合わせて開かれる「ご
城下にぎわい市」。特産の近江牛や湖国
ならではの湖魚の佃煮、鮒寿司、和菓子、
漬物、地酒、ひこにゃんグッズなど“Made 
in HIKONE”の大集合。特産品やお花
見弁当などが所狭しと並びます。花満開
のお城巡りの後は、とっておきの彦根土
産を、ぜひこの市で見つけてください。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

ひこねで朝市
▶3／17（日） ８：30～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

彦根鉄砲隊 演武
▶３／17（日） 雨天中止
  １回目 11：30～／２回目 12：30～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。
彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

ひこね梅あかり
▶３／21（木・祝）～24（日）
　17：30～20：00

▶彦根城大手門　梅林
梅のライトアップにあわせて、近江食材
を使用したフードカーの出店や県内高
校の吹奏楽部の演奏会を開催し、彦根
の春を盛り上げます。詳しくは21ページ

（一社）近江ツーリズムボード
 TEL.22-5580

影絵劇団かしの樹
シルエットファンタジー
＆影絵劇「おかあさん
のたんじょうび」
▶３／２３（土）
　開場14：30 開演15：00 
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　大人1,000円
　子ども（中学生以下）600円
　※子ども（中学生以下）チケットでご入場
　　の際は、年齢の確認できる身分証明書
　　等のご提示をお願いします。

ＮＨＫ「おはなしのくに」や「こどもにん
ぎょう劇場」などの番組で多くの影絵
を放映してきた、影絵劇団かしの樹に
よる、親子で楽しい影絵公演です。観
客参加型の影絵クイズや、照明の動き
をつかった影絵遊びもお楽しみに！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

おえかきパンケーキ
▶3／２４（日）
　10：30～12：００・１３：３０～１５：００
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶材料費300円（親子ペア・税込・当日払い）
▶定員 各回８組（１組３名まで）
▶申込締切 ３／17（日）※先着順
▶申込方法 TELまたはHP内イベン
　ト申込フォーム
～最新コンロとグリルを体感していた
だきます～
親子でパンケーキを焼いてもらい、チョ
コペンでお絵かき！ トマトソースペンネ
とお茶でホッと軽食

大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

デコパージュバッグ
体験
▶3／２４（日）１２：００～１６：００
　随時開催
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費 お一人さま100円
無地のトートバッグ、数種類のデコパー
ジュペーパーはこちらでご用意させてい
ただきます。ご自宅から、お好みの材料
などお持込も可能です。小さなお子様か
ら大人の方まで、ぜひご参加ください。

大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

彦根城桜まつり＆
夜桜のライトアップ
▶３／30（土）～４／18（木）
　※桜の開花状況により変動する可能性あり
▶ライトアップ実施時間 18：00～21：00
▶彦根城一帯
  ライトアップ実施場所　彦根城内
　内堀沿い　※玄宮園前～表門橋～
　大手橋・京橋口
春になると彦根城を中心に約1,100本
の桜が咲き、お城は１年で一番美しい
季節を迎えます。夜は内堀を中心にラ
イトアップが楽しめます。
（公社）彦根観光協会 TEL.23-000１
http://www.hikoneshi.com

井伊家ゆかりの神様・
ほとけ様十六巡り
▶３／30（土）～5／19（日）土・日・祝日
▶彦根周辺の16社寺
彦根には、昔から人々を癒し、力を授け
るパワースポットというべき数々の社寺
があります。春先から新緑の時期にか
けて、井伊家ゆかりの16社寺で、座禅
や写経などの体験、秘宝・秘仏の特別
公開、ご住職・ご神職の案内による特別
拝観を行います。ご住職・ご神職の話に
耳を傾けながら、穏やかでより深い彦
根の歴史に浸ってください。
（公社）彦根観光協会TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com



有効期限2019年4月15日まで

有効期限2019年4月15日まで

有効期限2019年4月15日まで

有効期限2019年4月15日まで

有効期限2019年4月15日まで

有効期限2019年4月15日まで

創業文化六年 彦根市本町一丁目3-37
tel.0749-22-6003
営業時間 8：30～18：00
定休日   火曜日

お買い物
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

TEL：0749-38-38480120-47-1955
受付時間 9：00～18：00 年中無休

ご注文は
犬上郡甲良町池寺1-5

会席料理はもちろん、寿司、オード
ブルなど、お集まりの席で慶ばれる
お料理をご用意。

仕出し料理

湖東三山西明寺前

一休庵 本店

ご要望など、
何でもお気軽に
ご相談ください。

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

一休庵
本店

仕出しでのお会計10％割引うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼2,200円～ ●ひつまぶし3,200円～

M
A
P

● 桜花らんまん 151円
桜葉を用いた桜餡を丁寧に手造
りした桜色の浮島生地で包みま
した。春の味わいをお楽しみくだ
さい。

● 桜チョコ餡ダックワーズ「花がさね」
    ２１６円・５個入り 1080円
チョコを加えた桜餡を挟んださっくり
ふんわりのダクワーズです。常温保
存ができ、お土産などにも最適です。

明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮らしの中
でお使いいただける和ろうそくを幅
広く取り扱っております。
伝統工芸品である和ろうそくや貴
重なお香に興味のある方はぜひお
立ち寄りください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-22-6726
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店
和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と
させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

１グループ１枚のご利用とさせてい
ただきます。他券との併用不可

ウーロン茶１杯サービス近江牛せんなり亭 

伽 羅

M
A
P

城下町の粋な町家で
至福の宴。近江肉専
門の千成亭が提供す
る高級近江肉料理は
とろける美味しさです。

● 近江牛肉すき焼き　  7,500円～
● 近江牛肉茶しゃぶ　   8,300円～
● 夢会席　　　　　　 5,500円～

茶しゃぶ

www.sennaritei.jp/shop/shop_kyara.html

近江牛せんなり亭  伽羅

彦根市本町2-1-7
tel.0749-21-2789
営業時間11：00～22：00
　　　    (L.O.20：30)
＊14：30～17：00は準備中
定休日 火曜日

夜の会席コースご注文の方
ソフトドリンク一杯サービース
但し、ソフトドリンクの種類の指定はご遠慮ください。

日本料理  美湖楽禅
彦根市城町1丁目6-32 tel.0749-47-3646
定休日 月曜日
websiteまたはFacebookでご確認ください

彦根城の西、今でも歴史的風情を感じさせてくれる
街並に、昨年７月にオープンしました。
居心地が良く、心に残る料理で皆様に愛されるお店
づくりを目指しています。

● ランチ
1500円（税別）美湖ランチ プレート  
　　　　　　    タイプ
3000円（税別）茶ランチ ミニコース
● 会席コース（昼/夜）
5000円～（月替り会席コースを基準 に
　　　　      上1000円毎に承ります）

※各コースは
お電話でのご予約をお願いします。2週間毎にかわる美湖ランチ

W
ebsite

Facebook




